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◇ 議 事

く開会 〉 午後2時

○議 会事 務 局長(小 西桂 一)

失礼 い た します。 本 日、招 集 されま した第6回 北播磨 総合 医療 セ ンタv・一一・企

業 団議 会 は、 三木 市、小野市、両市議会 での企業団議員 の改選後、初 めての

議会 でございます。

つきま しては、改選 により議長が不在 となってお りますので、地方 自治法

第106条 第1項 の規 定 に従 い ま して、副議 長 に議長の職務 を代理 していた

だ くこ とといた します。

よって、副議長であ ります竹内修議員 に、議長 の職務 をお願いいた します。

それでは、竹 内議員 、議長席へお移 りくだ さい。

〈開会 〉

○副議長(竹 内修)

た だ今 、紹 介 され ま した竹 内 で ございます。

地方 自治法の規定に基づきま して、議長の職務 を代理 させていただきます。

ご協力 をよろ しくお願 いいた します。

それ では、ただ今 か ら、第6回 北播 磨総 合 医療 セ ン ター企 業 団議会定例会

を開会いた します。

〈企業長 あい さつ 〉

○副議長(竹 内修)

この際 、蓬 莱企 業長 のあい さっ がございます。

○企業長(蓬 莱 務)

皆 さん こんに ちは、 第6回 北播 磨総 合 医療セ ン ター企 業 団議会定例会 の開

会に当た りま して、一言 ごあい さつ を申し上げます。

本 日、第6回 企 業 団議 会 定例 会 を招集 い た しま した ところ、大変暑い中を

ご参集いただきま した こと、改 めてお礼 申 し上 げます。

北播磨総合医療センターの建設 の進捗状況につ きま しては、全体スケジュ

ール としては、予定 どお り進捗 してお ります。具体的には28%で あ ります。

そ して 現在 は 、 この病 院の特徴であ ります、免震構造の免震装置の据 え付

けを5月 に完 了 いた しま して 、2階 の型枠 組 み 立て に取 り掛か っ てお り、国

道市場東交差点か らも一部見 える状況 となってお ります。年 内には、ほぼ全

貌が見 えて くるもの と思います ので、皆様方 もご注 目いただければ と思 うと

ころであ ります。

また、 ソフ ト面では、情報システムの構築作業や各部門の詳細 な運用計画

の策定な ど、具体的な検討 も現在進めてお ります。平成25年10 .月のオ ー



プ ンをめざして、北播磨総合医療セ ンターの建設、そ して開設準備 を着実に

進 めてお ります。ハー ド、 ソフ トとも順調に進 んでいる とい うことであ りま

す。

さて、 このたびの定例会 に上程 させ ていただいてお ります案件 につ きま し

て は、平成23年 度 北播磨 総 合 医療 セ ンタs・一一・・企 業 団病 院事業会 計 決算 の認 定

についての1件 とな ってお ります 。

何 卒、議 員 各位 におかれ ま しては、一層のご精励 を賜 り、慎重 なるご審議

の上、適切 なるご決定を賜 ります ようお願 い申 し上 げま して、開会の こあい

さっ とさせ ていただきます。 どうぞ よろ しくお願いいた します。

〈開議 〉

○副議長(竹 内修)

これ よ り、本 日の会議 を開 きます。

日程に入 るに先立 ち、諸般 の報告 を申し上げます。

まず、議員 の辞職 について ご報告いた します。

去 る5月11日 付 で小 野 市選 出の 山 中修 己議 員 、山本悟朗議員 、5月15

日付 で三 木市 選 出 の立石豊 子 議員 、西 山博文議員 、大西秀樹議員 、以上5名

の 議員 が一身 上 の都合 に よ り企業団議会議員 を辞職 したい 旨の 申し出があ り、

地方 自治法第126条 の規 定 に よ り、 それ ぞれ 同 日付 で許可 してお りますの

で、 ご報告いた します。

次 に、今般 、新 たに企業団議会議員 に選任 されま した新 しい議員の方 をご

紹介いた します。

去 る5月11日 付 で小 野 市選 出の井 上 日吉議 員 、加 島淳議員、5.月15日

付 で 三木 市選 出の武 田篤美 議 員 、中尾司郎議員、松原久美子議員 、以上5名

の議員 で ご ざい ます。

次 に、企 業長か ら資金不足比率報告書、平成23年 度 北播 磨総 合 医療 セ ン

ター企 業 団病院事業会計予算繰越計算書、また、監査委員か ら例月 出納検査

結果報告書の提出があ りま したので、 これの写 しを既にお手元に配付いた し

てお りますので、十分御清覧 をお願いいた します。

次に、その他 の報告については、議会事務局長か ら御報告いた します。

○議会事務局長(小 西 桂 一)

ご報 告 いた します 。

現在 の出席議 員は、10名 で あ ります。

次 に、今 期 定例会 に提 出 され ます議案並びに本 日の議事 日程表は、既にお

手元 に配付いた しま した とお りで ございます。

次に、地方 自治法第121条 の規 定 に よ りま して 、説 明の た め今期定例会



に出席 を求 めま した者 の職 ・氏名 は、お手元にプ リン トにて配付いた してお

りますので、朗読を省 略 させ ていただきます。

報告事項 は、以上でございます。

〈 日程第1議 長 の選挙 〉

○副議 長(竹 内修)

これ よ り 日程 に入 ります 。

日程 第1、 議 長 の選挙 で あ ります 。

これ よ り議長の選挙を行います。

お諮 りいた します。選挙 の方法 につ きま しては、地方 自治法第118条 第

2項 の規 定 に よ り、指名 推選 に よ り行いたい と思いますが、これ にご異議 ご

ざいませ んか。

【「異議な し」 と声あ り】

○副議長(竹 内修)

ご異議 な しと認 め ます 。 よって 、選挙の方法は指名推選で行 うことに決定

いた しま した。

お諮 りいた します。指名 の方法 については、議長職務代理者 が指名す るこ

とにいた したい と思いますが、これ にご異議 ございませんか。

【「異議な し」 と声あ り】

○副議長(竹 内修)

ご異 議 な しと認 めます。 よって、議長職務代理者 が指名す ることに決定い

た しま した。

それ では、北播磨総合医療センター企業団議会議長 に4番 加 岳井茂 議員 を

指名 い た します 。

お諮 りいた します。 ただ今、議長職務代理者 が指名いた しま した加 岳井茂

議員 を当選人 と定 めることにご異議 ございませんか。

【「異議な し」 と声あ り】

○副議長(竹 内修)

ご異議 な しと認 めます。 よって 、加岳井茂議員が 当選 されま した。 この宣

告 をもって当選通知にか えます。

ただ今、議長 に当選 されま した加岳井茂議員か ら、就任の こあい さっがご

ざいます。

○議長(加 岳井 茂)

ただい ま 、 ご推 薦 い ただ きま した、加岳井で ございます。

議長就任 に当た りま して、 ごあい さっ を申 し上げたい と思います。

私は、2期 目を迎 えた議 員 で 、議長 とい う要職 の経験が ございませんが、



議員 の皆様の こ推挙 によ りま して、北播磨総合 医療セ ンター企業団議会の議

長 に就かせていただきます。

このことは、大変身に余 る光栄であ り、心 よ り感謝 とお礼を申 し上げます

とともに、小野市、三木市の両市民の皆様 の新病院へ の期待の大 きさと、議

長 とい う要職 の責任の重大 さを改めて身に しみて感 じてお ります。

北播磨総合 医療セ ンターの完成まで、い よい よ残す ところあ と1年 と1か

月 に迫 りま したが 、 この新 病 院のオープ ンに向けた整備 と企業団議会の 円滑

な運営に、議員の皆様 とともに全力 で取 り組む決意を新たにいた してお りま

す。

何卒、同僚議員 の皆様 をは じめ、企業長、副企業長、事務局職員、関係各

位 の多 くの皆様の ご支援、 ご鞭捷 を賜 ります ことを心 よりお願い 申し上げま

して、誠 に意 を尽 くせず簡単ではございますが議長就任の こあい さっ とさせ

ていただきます。

誠 にあ りが とうございます。

○副議長(竹 内修)

以上 を もちま して 、私 の職務 は終わ りま した。皆様方の ご協力に対 しま し

て、深 く感謝 申 し上げます。

それでは、議長席 を交代いた します。

この際、暫時休憩いた します。

【竹 内副議長退席】

○議長(加 岳 井茂)

た だい まか ら会議 を再 開い た します。

〈副議長の辞職許可の件 〉

○議長(加 岳井 茂)

この際 、 ご報 告 い た します。

ただ いま副議長 の竹内修議員 よ り、一身上の都合 によ り副議長 を辞職 した

い 旨の申し出があ りま したので、 この際、副議長の辞職許可の件 を本 日の 日

程 に追加 し、直ちに議題 にいた したい と思いますが、ご異議 ございませんか。

【「異議 な し」 と声 あ り】

○議長(加 岳 井茂)

ご異議 な しと認 め ます。 よっ て、副議長 の辞職許可 についてを本 日の 日程

に追加 し、直ちに議題 といた します。

お諮 りいた します。地方 自治法第108条 の規 定 に基づ き、竹 内修議 員 の

副議 長辞職 を許可いた したい と思いますが、 ご異議 ございませんか。

【「異議 な し」 と声 あ り】



○議長(加 岳井茂)

ご異 議 な し と認 め ます 。 よって 、竹 内修議員 の副議長辞職 について、 これ

を許可す ることに決定いた しま した。

【竹 内副議長入室】

○議長(加 岳井茂)

それ では 、副議長 を退 任 され ます竹 内修議員 から、辞任のこあい さっが ご

ざいます。

O副 議 長(竹 内修)

副議長 を辞任す るに当た りま して、一言 ごあい さつを申し上げます。

昨年9月 の第4回 定例 会 にお きま して 、皆様 方 の温かい御支援 と御推挙を

いただき、企業団議会副議長 の要職 につかせ ていただきました。

以来、今 日まで、微力ではございま したが、議長 のもとで、私 な りに懸命

に務 め させ ていただきま した。その間、議長をは じめ、同僚議員、そ して企

業長並びに関係各位 の格別の御支援 と御協力のおかげをもちま して、大過 な

くその職 を務めることができま した。 ここに謹 んで厚 くお礼 を申し上げる次

第で ございます。

今後 は、議員 の一員 として地域 医療 の向上に力 を注いで参 る覚悟で ござい

ます ので、今後 とも一層 の御指導、御 鞭捷 を賜 ります よ うよろ しくお願いを

申 し上 げます。甚だ簡単ではございますが、皆様方へのお礼の ごあい さつに

か えさせ ていただきます。本 当にあ りが とうございました。

〈副議長 の選挙 〉

○議長(加 岳井 茂)

お諮 りい た します。 竹 内修議 員 の副議長辞職 に伴 い、欠員 とな りま した副

議長 の選挙 を本 日の 日程 に追加 したい と思いますが、ご異議 ございませ んか。

【「異議な し」 と声あ り】

○議長(加 岳井 茂)

ご異議 な し と認 めます。 よって、副議長の選挙 を本 日の 日程 に追加 し、直

ちに選挙 を行います。

お諮 りいた します。選挙の方法 につきま しては、地方 自治法第118条 第

2項 の規 定 に よ り、指名 推 選 に よ り行 いたい と思いますが、 これにご異議 ご

ざいませんか。

【「異議 なし」 と声あ り】

○議長(加 岳井 茂)

ご異議 な しと認 めます 。 よって 、選挙 の方法は指名推選で行 うことに決定

いた しま した。



お諮 りいた します。指名の方法については、議長が指名することにいた し

たい と思いますが、 これ にご異議 ございませんか。

【「異議 な し」 と声 あ り】

○議長(加 岳井茂)

ご異 議 な しと認 め ます 。よって 、議長が指名す ることに決定いた しま した。

それ では、副議長 に2番 井上 日吉議 員 を指名 い た します。

お諮 りいた します。ただ今、議長 が指名いた しま した井上 日吉議員を当選

人 と定めることに ご異議 ございませんか。

【「異議 な し」 と声 あ り】

○議長(加 岳井茂)

ご異 議 な し と認 め ます。 よっ て、井上 日吉議員が当選 されま した。 この宣

告 をもって当選通知 にかえます。

ただ今、副議長に当選 されま した井上 日吉議員か ら、就任のこあいさっが

ございます。

○副議長(井 上 日吉)

失 礼 い た します。

副 議長 就任 に 当た りま して、一言 ごあい さつ を申し上げたい と思います。

先程 は、議員 の皆様方の温かい ご支援、 ご推挙 によ りま して、私、井上 日

吉が当企業団議会の副議長 に就任す ることにな りま した。大変微力でござい

ます。重責 を果たす には、議員 の皆 さま方 の温かい ご支援 が不可欠 ではなか

ろ うか と、このよ うな思い をいた してお ります。

私は、加岳井議長 のもとで、相協力 しなが ら企業団議会の運営がスムーズ

にい くよ うに力 を出 してい きたい。 このよ うに思 ってお ります。

また、企業長をは じめ、関係 の皆様方の温かいご支援 をいただきなが ら、

この要職 を全 うす る次第でございます。 ど うぞ よろしくお願いいた します。

○議長(加 岳井 茂)

そ れ で は井 上 日吉議 員 、副議 長 席へお移 りくだ さい。

〈 日程第2議 席 の指 定 につ いて 〉

○議 長(加 岳井 茂)

次 に、 日程 第2、 議 席 の指 定 につ い て であ ります。

今般、新たに企業団議会議員 に選任 された議員 の方がお られますので、議

席の指定 について、お諮 りいた します。

議席 につ きま しては、議長 より指定す ることにいた したい と思いますが、

これに ご異議 ございませんか。

【「異議 な し」 と声 あ り】



○議長(加 岳井 茂)

ご異議 な しと認 めます。

議 席 は 、ただ今 ご着席の議席 を議席 として指定いた します。

〈 日程第3会 議録 署名 議員 の指名 につい て 〉

○議長(加 岳井 茂)

次 に、 日程 第3、 会議録 署名 議 員 の指名 で あ ります。

会議録署名議員 は、議長 よ り指名いた します。

3番 竹 内修 議員 、9番 松 原 久美 子議 員 、以 上2名 にお願 い いた します 。

〈 日程 第4会 期 の決 定 につ いて 〉

○ 議長(加 岳 井茂)

次 に、 日程第4、 会期 の決 定 につ い て を議題 といた します。

お諮 りいた します。本定例会の会期 は、本 日1日 間 といた した い と思い ま

す 。 これ にご異議 ございませんか。

【「異議 なし」 と声あ り】

○議長(加 岳井 茂)

ご異議 な しと認 めます。 よって、会期 は1日 間 と決 定 いた しま した。

〈 日程 第5企 業長 提 出 第4号 議 案 〉

○ 議長(加 岳 井茂)

次 に、 日程 第5、 第4号 議 案 、平成23年 度 北播磨 総合 医療 セ ン ター企 業

団病 院事業会計決算の認定 についてを議題 といた します。

蓬莱企業長か ら提案理 由の説明を求めます。

【「議長」の声あ り】

○議長(加 岳 井茂)

は い、蓬 莱企 業長 。

○ 企 業長(蓬 莱務)

それ で は、 ただい ま上程 され ま した議案 につきま して、ご説明を申 し上げ

ます。

第4号 議 案 は、平 成23年 度 北播 磨総 合 医療セ ン ター企 業 団病院事業会計

決算 の認定についての議案で あ ります。

病院事業会計 の決算について、法律 の定める ところにより、監査委員 の意

見を付けて、議会 の認定に付す もので ございます。

平成23年 度 は、建 築設 計 にお け る実 施設 計を9.月 末 に完 了 し、12月 に

は建 築 工事 に着 手 し、業務 を進 めま した。

事業費 につきま しては、企業債10億6,420万 円、 関係 市負 担金5億

7,457万596円 、雑 収 入6万3,650円 、繰 越 資金128万1,3



89円 を財源 と しま して、税 込 決算 額16億4,011万5,635円 を計

上 して お ります。

事 業 費 の主 な内訳 につ きま しては、病院建設事業費では、総額15億4,

888万7,461円 で、そ の内訳 は、用 地購 入費 で12億2,447万2,

429円 、病 院整 備 費 で3億2,441万5,032円 、 また、病 院 建設 事

務 費 で は、総額8,928万6,984円 で、 その 主な 内訳 は、 開設 支i援業

務 な どの委託 料 で1,389万6,810円 、派 遣職員 給 与負 担金 で6,9

98万7,651円 な ど とな ってお ります 。

以上 で、ただいま上程 いた しま した議案 の説 明を終わ ります。

ど うか慎重 なるご審議 によ りま して、適切なるご決定 を賜 ります ようよろ

しくお願い 申し上げます。

○議長(加 岳井茂)

これ よ り質疑 並 び に一般 質 問 に入 ります。

通告 によ り、順次 、発言 を許 します。

7番 、岡嶋 正昭議 員。

【「議 長 、7番 」 の声 あ り】

○議 長(加 岳井茂)

7番 、岡嶋 正昭議 員 。

07番(岡 嶋正 昭)

それ では発言 通告 書 に基 づ きま して、質疑、質 問をいた しますのでお願 い

いた します。

議案第4号 、平成23年 度 北播 磨総 合 医療 セ ンター企 業 団病院会計決算 の

認 定について

決算報告書での税込決算額、翌年度繰越額、不用額 の内容 についてお伺 い

いた します。

2項 目目、北播磨 総 合 医療 セ ンターでの収支計画についてお伺いいた しま

す。

平成24年2月 の議 員総 会 におい て提 示 され た 「北播磨総合医療セ ンター

企業 団病院事業収支計画書(案)」 に よ ります と、建設 コス トの余裕分 を医療

機器 の充実の為 に増額が行 われたことは、小野市 ・三木市両市民に とっては

大変 に嬉 しい ことであ ります。

また、両市 の負担額 において も、現在単独 で運営 してい る両市民病院への

負担額 よりも少 ない額で治 まっています。 目指すべ き病院形態か らして当然

の ことかもしれ ませ んが、 この 「北播磨総合 医療セ ンター企業団病院事業収

支計画書」についてお伺 い します。



1点 目は 、計画書 作成 に 当た って の入 院単価の変更、5万3千 円か ら5万

8千 円の 内容 につい て 、2点 目は、病床 利用 率 で は、83%か ら88%へ の

変 更 へ の考 え方 につ い て、3点 目は、収 支計 画 書 にお いて の予測 され る看護

師数 の推移で、当初の計画人数 よ り少な くスター トの予定です が、病院診療

体制 に及 ぼす影響 についてお伺い します。

【「議長」の声 あ り】

○議長(加 岳井 茂)

は い 、西本 事務 局長。

○事務 局長(西 本 則彦)

それ で は、 岡嶋議員 の ご質 問 にお答 えをいた します。

まず、平成23年 度 北播磨 総 合 医療 セ ン ター企 業 団病院会計決算の認 定に

ついての ご質問にお答 えをいた します。

まず、支 出の税込決算額 につ きま しては16億4,011万5,635円

で 、 その 主 な内訳 につ きま して は用地整備費で12億2,447万2,42

9円 、建築 工事 等 の病 院整備 費 で3億2,441万5,032円 、 開設 支援

業務 等 の委 託料 や給 与負担金な どの病院建設事務費で8,928万6,98

4円 とな って お ります。

次 に、 翌年度繰越額は7億2,370万 円で、 平成24年3.月 か ら7月 ま

で の建 築 工事 の 出来 高 に対す る部分払いを したもので ございます。

なお、病院建設は大規模工事 でございますので、工事期間が長 く、工事費

の支払いにつきま しては、着工か ら完成までの間に数回の部分払い を予定い

た してお ります。今 回の部分払 いにつ きま しては、出来高の期間が年度 をま

たが るこ とがあ らか じめ予想 されま したので、財源 を確保 して翌年度へ繰 り

越 した ものでございます。 したがいま して、当初予算の編成時か ら予定 して

いた繰越であ ります ので、工事 の遅れ などのための繰越ではございません。

次に、不用額 につきま しては1億9,698万5,365円 で 、予算 額 に

対 す る不 用額 率 につ きま しては7.7%と なっ てお ります。 そ の主 な ものと

い た しま しては、用地整備費の執行残 で1億7,552万7,571円 、病

院整 備 費 の執行 残 で1,696万4,968円 とな ってお ります。 この うち

用 地整備費につきま しては、年度末まで経費が確定 しなかったために、減額

補正の手続 きができず 、不用額が大 きくなってお りますが、用地予算額14

億 円に対 しま して、約1億7,500万 円程 度 の経費 が節 減 で きた結果 とな

ってお ります。

続 きま して、北播磨総合 医療センターの収支計画の うち、入院単価にっい

ての ご質問にお答 えをいた します。



入 院単価 につきま しては、開院当初 は53,000円 でス ター トし、以 降

は医療 ス タ ッフの充実 、あるいは救急受入体制や手術部 門の強化 な どによ り

ま して、毎年1,000円 の増加 を見 込み 、上 限を58,000円 と設 定 し

て お ります。

現三 木 市民 病院並びに西神戸医療セ ンターの実績 は、いずれ も58,00

0円 程 度 で あ り、実現 可能 な もの と考えてお ります。

次 に、収支計画の うち病床利用率 についてのご質問にお答 えをいた します。

病床利用率 につ きま しては、開院 当初 は83%か らス ター トしま して、 こ

れ も医療 スタ ッフの充実、それか ら地域 の医療機 関 との緊密 な連携 によ りま

して、毎年1%の 増 加 を見込 ん でお ります。

ま た 、上限を88%と 設 定 い た しま したの は、近 隣の西脇病院や西神戸医

療センターの実績 を踏 まえた上で、医療 スタッフの負担軽減 を考慮いた しま

して88%と した もの で ご ざい ます。

次 に 、収 支計画の うち看護師数 につ いてのご質 問にお答 えをいた します。

基本構想策定当時の平成21年12月 に作成 い た しま した 当初 計画 の時点

では、開院当初の病床数 あるいは建築構造 などが不確定な段階で ございま し

たので、その時点ではまだまだ精度の低い数値 でござい ました。

このたびの収支計画で は、病床数 あるい は建築構造な どが確定 した ことに

よ りま して、一般病棟 、集 中治療室、緩和ケア病棟 のほか、外来部 門、放射

線部 門な ど、医療機能 と関連付 けて看護師数 を積み上げた数値 ございますの

で、当初計画 と比較 して人員が減 った とい うものでは ございません。

したがいま して、今 回の収支計画で想定する看護師数 を確保いた しますれ

ば、病院診療体制 に影響 を及 ぼす こ とはございません。

以上 で、岡嶋議員 のご質 問に対す るお答 えとさせていただきます。

【「議長、7番 」 の声 あ り】

○議 長(加 岳井 茂)

7番 、 岡嶋正 昭議 員。

07番(岡 嶋正 昭)

ご丁寧 に答弁 い た だき ま して あ りが とうございます。

2項 目にわ た りま して 、再質 問 を行いたい と思います。

1点 目は、用 地 の件 です が 、監督 部署に よりま しても建設仮勘定で処理 し

て あるとい うことです が、基本的には金額 が確定 してい るのではないか と思

うのです が、不用額で表現 されているので、建設仮勘定で表現 してあるとい

うことは、若干の不確定要素があるのか ど うか、追加かあるのか ど うか とい

うことをお尋ね したい と思います。



それ と、24年 度 へ の繰越 額 が7億2,370万 円計 上 され てお るの です

が 、 この金額のす り合わせ とい うか、案 なのですが、24年 度 の予算 書 に よ

ります と建 設改 良費が73億8,000万 円計 上 され てい るの です が、 この

上 に さらに7億2,300万 円が乗 るの か ど うか 、 この 内の金額なのか ど う

か、その当た りを再度お伺 い したい と思います。

2項 目目の収支 計画 につ い てで あ りますが、入院単価 についは、基本的に

はオー プンしてか ら毎年度1,000円 増 額 され ま して58,000円 とい

うこ とです が 、順調 に果 た してこの ような状態でいけるのか どうか、ク リア

で きるのか どうか、それが不安な ものですか らお尋ね した ようなことです。

基本 的には西神戸 医療セ ンターの数値 を参考 にされてお るよ うですが、先

般 、発表 されま した23年 度 の小 野、 三木 市 民病 院 の収 支 状況 を見ます と、

小野で1億4,000万 円弱 のマ イナ ス が 出てお ります 。三木市民病院 にお

きま しては、2億6,000万 円 と聞い てお ります。

この よ うな状況か ら、新 しい病院に取 り組んで行 くわけですが、果 た して

この数値がク リアできるのか。収支計画を立てる場合には、通常、 目指すべ

き数値 が上が りま して、それを上回る数値 については非常にあ りがたい こと

なのですが、下回った時にはどのよ うになって くるのか と非常に懸念 してお

ります。

その ようなことか ら、年々、入院単価や病床利用率 におきま して も、毎年

1%の ア ップで の計算 が され てお りますか ら、 これでいきます と収支計画に

お きま して も、 この とお りにい くと思いますが、 この中で収支計画 にお きま

して、収入 の長期前受戻入金の項 目があ りま して、新会計制度 による表示 と

い うことなので、旧のもの と比較 しに くい所があるのですが、この一覧表か

ら見てみます と資金的には欠損 を生 じることはないのですが、その当た りに

ついての両市長 のお考 えをお伺い したいのですが。

【「議長」の声あ り】

○議長(加 岳井 茂)

はい 、西本 事務 局長 。

○ 事務 局 長(西 本則 彦)

再 質 問 の うち、建 設仮 勘 定、繰 越額、あるいは入院単価 の関係 についてお

答 えをいた します。

用地整備 につきま しては、確定はいた してお りますが、 これは病院事業会

計 でございますので、実際の病院事業 を運営 していない とい うことで、開院

時には建設仮勘定か ら本勘定へ振 り替 える予定に してお りますので ご理解い

ただきたい と思います。



次 に、繰越額 につきま しては、先程 もお答 えいた しま したけれ ども、あ ら

か じめ23年 度 予算 で編 成 い た してお りま した ものを予定 どお り繰 り越 した

とい うことで、24年 度 に算 入 す る とい うこ とで は ご ざいません。 これ は全

て起債 になるわけですが、23年 度 の許 可債 を使 った財 源 に してお りますの

でご理解 いただきたい と思います。

次 に、入院単価等 の増加 について実現可能なのかとい うことで ございます

が、この収支計画 を立て、今年の2月 に ご説 明 を させ てい た だいた のです が、

その当時、平成22年 度 実績 の近 隣病院 の 比較 をい た してお ります。例 えば、

入院単価 で申し上げます と、三木 です と60,688円 、小野 は32,70

8円 です けれ ども、統合 病 院 はか な りの急性期病院で、三木以上の急性期 に

な ります ので平均在院 日数 も短 くな ります し、入院単価 について も十分達成

できる数値であると考えてお ります。

病床利用率につきま しても、同 じよ うに平均在院 日数が短 くなることと、

診療科 が27診 療 科 とか な り広範 な診 療 科 を持 ちます ので、入院患者数 もお

そ らくは十分に増 え、利用率も88%は 十 分 達成 で き る数 値 で あろ うと思い

ます。

ちなみに言います と、開院 したばか りの西脇が90.4%、 西神 戸 医療 セ

ン ター が89.1%で ござい ます 。 した がい ま して90%近 くはい くで あ ろ

うと想 定 してお ります が、病院スタ ッフの関係 がございますので88%を 上

限で設 定 い た してお ります。

それ と長期前受戻入金 につきま して、法改正の部分 について私の方か ら説

明をさせ ていただきます。平成24年 の地 方公 営企 業 法 の改正 に よ りま して、

それまでは資金剰余金 の費 目で会計上、計上 してお りま したが、 この度 の法

改正で減価償却費 に対す る補助金 、あるい は両市か らの負担金等は収入 の と

ころで前受金 として収入がはっき り見 えるよ うにする とい う法 の趣 旨で ござ

います。新たに減価償却費の うち収入 で見込まれ るものは収入で上 げるとい

う法改正 でございます ので、この よ うな名前で上 げってお ります ことをご報

告いた します。

【「議長」の声 あ り】

○議長(加 岳井茂)

はい 、 蓬莱企 業長 。

○企 業 長(蓬 莱務)

先 程 の事 務 局長 か らの説 明 と関連す ると思いますが、議員のご質 問はネガ

テ ィブではな くて、いわゆるご心配 をいただいて、大丈夫 かとい う意味合い

のご質問 と理解 をさせ ていただ きます。



先程、細かい個別 についてはお答 えした とお りであ ります。基本的には、

収支計画に対す る企業 団 としての姿勢 とい うものをポ リシー とい うことか ら

申し上げま した ら、前にも申 し上げた と思いますが、いわゆる保守性の原則

とい うことであ りま して、それな りに診療体制の内容 とか、あるい は今後予

想 され る医療の人的確保 とか不確定要素が多い ものの、基本的には収支計算

とい うものは病床利用率、またその他 の費用発生等 につ きまして も、安全 を

見た とい うか、それな りに保守的に設定 した収支計画 とい うこ とを終始一貫 、

今 日までや ってきてお ります ので、そのよ うな意味では当初予算 よ りいわゆ

る上昇 してい るとい うのは決 して甘 く見ているのではな く、そのよ うな考 え

方 の基で行 ってお りますので、安全性 については、現時点では予測 どお りと

い うか、沿 っている とご理解いただいても大丈夫 と思ってお ります。

【「議長」の声 あ り】

○議長(加 岳井 茂)

は い 、藪 本 副企 業長 。

○副企 業 長(藪 本吉秀)

収 支 計 算 を どの よ うに見 るか とい うことで、先だって見直 しに関わ らせ て

いただいた立場か らお答 えを させ ていただ きます。

当初 は三木が入院単価60,000円 、小野 が40,000円 弱 とい うこ

とで、 中 を取 って50,000円 とい うこ とで、 当初 、荒 々の 時 には見積 ら

せ ていただいてお りま したが、先ほ ど局長がお答え しま したよ うに、2月 の

段 階で 開院 が近 付 いて きた 中で、 よ り精査 し、現実に近づかせ ていただいた

形 で、入院単価 については十分 こ うい う規模の病院、また内容 の病院であれ

ば実 現で きるものだ と思ってお ります。

問題 は病床利用率の関係で、特 に経営 を考 えた時に小野市、三木市両市の

病院でございますので、当然両市の市域外 か らの入 院患者 さまもい らっ しゃ

る と思いますが、この病床利用率が達成できるか どうかは、三木市民は、統

合病院 か ら心理的にも遠 い と認識 されてお られ る、いわゆる三木市の人 口の

半数以上 を占める新興住宅地、あるい は吉川町の方々が ご利用いただけるか

どうか、それ に偏 にかかっているのではないか と思ってお ります。小野市民

の皆様方 も、現病院 よりも遠 くになられているわけでございますけれ ども、

や は り市域内にあるとい う安心感があろ うかと思います。

先 日も市民の方 とお話をす る中で、「なぜ市域外 に行 くんだ」、「や は り遠 く

て行 けない」こ うい う厳 しい市民か らの声 も多々伺っているところでござい

ま して、私 ども企業団 といた しま して、あるいは構成す る市の一つ といた し

ま して も、人 口の多い、また高齢化率 の高い、統合病院か ら距離的に遠 くな



る新興住宅地等か らのお客様の適切 な確保 がで きるのか どうか。それが この

88%ま で実 現 で き るか ど うか にか か っている と、このよ うに思 ってお りま

す。

【「議長、7番 」 の声 あ り】

○議 長(加 岳井 茂)

7番 、岡 嶋正 昭議員 。

07番(岡 嶋正 昭)

一 点 だ け最 後 にお伺 い したい のですが
、正副企業長の思い入れ を聞きま し

て安心か と思 うのですが、万が一、 もしこの収支状況を下回った場合、 ここ

に計上 されてい る両市の負担額 が増 えてきた場合、これ は病院単独で起債を

発行す るのか、両市に負担 がかかるのか、その点は どのよ うな形態になるの

で しょうか。

【「議長」の声あ り】

○議長(加 岳井 茂)

はい 、藪本 副企 業 長。

○副 企業 長(藪 本 吉秀)

病 院 とい うの は、本来独 立採 算 とい う形で企業団 とい う特別地方公共 団体

を構成 しているわけで ございますので、病院の中で、借入資本金等で対応す

る とい う考 え方 もあろ うか と思います が、 あくまで も現在の両市民病院 が一一

つ になった。即ち、現在の両市民病院のそれぞれのや り方、一般会計か らの

繰 入 とい う形で両市民病院 とも運営 を続 けてきてお りわけございます ので、

そのや り方 を企業団に変わったか ら急激 に変更す るといった、病院限 りで赤

字 を負担 して、また病院でその赤字 を埋 めて行 く、そのよ うな考 え方 に急激

に変化す るのはいかがなものか と考 えてお りま して、私 どもは当分の間、今

までの両市民病院が行 ってお りま した、一般会計 と企業団会計 との間での適

切 な繰入基準を設 ける中で、両市の方でそれをサポー トしていかなけれ ばな

らないのではないか、その ように考 えてい る次第でございます。

【「議長」の声 あ り】

○議長(加 岳 井茂)

はい 、蓬 莱企 業長 。

○企 業 長(蓬 莱務)

いま 副企 業長 か らお答 え した こ とでございますが、先程の件で、三木市 と

しては病床利用率等で一番ポイ ン トにな るところは、三木市の南部の方 が北

へ上 るとい うことは概念的に来 にくい とい う心配があ ります。一方では、西

脇市、あるいは加東市、加西市、小野市民 も含 めま して、結構、西脇病 院 と



か加西病院へ と北へ上 っている方がお られます。そのよ うな方 に統合病院の

情報発信 を行 うこ とで あって、当然、南へ人は何 となく動きやすい ものです

ので、逆にその ような意味では、プラス要素があ り得 ると考 えていただ けれ

ばと思います。片方では、南部の方が、時間に しま した らわず か5分 か ら1

0分 以 内です が、何 とな く北へ 上 る とい うことになると遠 く感 じられ る。 し

か し一方では、小野市以北 あるいは小野市民の西脇病院 とか加西病院 にかか

ってお られ る人た ちが南に流れ る。その よ うな数字 も含 めま して、新 しい病

院 とい う意味合いでの27科 を揃 えた統 合 病 院 とい うブ ラ ン ドカ、 このよ う

なものもございます ので、先 ほ どの追加答弁 とさせていただきます。

それ と収益上の姿勢 として、かな り安全 を見ているのであ りますが、夢や

希望 を持 っておかない と、安易 にネガティブに考 えます と、病 院 とい うもの

はイ メー ジ戦略が非常 に大事ですので、最初か ら収益が悪い とう話 が独 り歩

きを します と、行 きた くない とい うこ とにな ります ので、や は り議員 さんを

含 めま して我々は、 どうポジティブシンキングに前向きな形で概念 を持 って

行 くか とい うこ とは、最初 の出だ しでは非 常に重要 なこ とだ と思い ます。

個別 の内容 です が、その ような意識構造 の変革 とい うのは非常に重要 なこと

だ と思いますので、その点 ご理解 いただきたい と思います。

それ と、両者 の負担金であ りますが、現在、小野市は一般会計か ら6億 強

を出 して お り、三 木市 は約10億 出 して お られ ます 。 基本 的 には合併す るこ

とにお きま して、小野市は5億5千 か ら6億5千 で少 し減 るか ほぼ横 ばい、

三木 市 は一般会計か らの繰 出しは少 な くなる と思います。その 中で負担割合

も決 まってお ります。短期的に判断せず、ルールに基づいて一般会計か ら繰

り出す けれ ども、病院経営 とい うのはスパ ンで判断 してい くこ とが大事であ

って、 目先 の最初の出だ しで こんな経営では云々 とい う話になると、一般会

計か らの繰 出 しとい うものは、ルール上 とい うか手法 としてあるわけで ござ

います ので、その問題 と病院の出だ しにおいて収益に対 して右往左往す るの

は、経営上は どのスパ ンで見 るのか とい うことを絶えず認識すべきであ りま

す。 そのことをご理解いただきたい と思います。

【「議長」の声あ り】

○議長(加 岳井 茂)

はい 、藪本 副企 業長 。

O副 企 業長(藪 本 吉秀)

企 業長 か ら言 われ た こ とに あったわけですが、副企業長の立場、また三木

市長 の立場 もございま して、三木市が6対4と い う形 で負 担す る中で 、三木

が少 ない変わ りに北播磨の他市か ら補 うことで経営的に成 り立 った として も、



それを維 持 し続けるものを三木市議会 として6対4で いい のか 、そ の よ うな

方 で のハ レー シ ョンが出てまい ります ので、その よ うな意味か らも、私 は構

成 してい る三木市、人 口比率の高い南部の方 か らも来ていただけ易いシステ

ムをいか に構築 してい くか、いま鋭意取 り組 んでいる ところで ございますの

で、補足 させていただきます。

○議長(加 岳井 茂)

次 に、8番 、堀元 子議 員 。

【「議 長 、8番 」 の声 あ り】

○議 長(加 岳井 茂)

8番 、堀 元子 議員 。

08番(堀 元 子)

それ で は発 言通告 書 に基 づ き ま して、一般質 問6項 目ご ざい ます 。質 問 さ

せ て いた だ きます。

まず1点 目、今 現在 、来 年10月 の北播 磨 総合 医療 セ ンター の 開院に向け

ま して、企業団、そ して三木市、小野市でス タッフの確保 について努力 して

いただいてい るところで ございますが、現在の医師 と看護師の確保 について

の進捗状況 についてご説 明くだ さい。

2点 目、北 播磨 総合 医療 セ ンター の開院に向けて募集 されてい る医療 スタ

ッフ、主 に医師、看護師にな りますが、や は り何がスタッフ確保 に向けて大

事 か と考 えます と、雇用条件ではないか と思います。その条件の主な内容 と

な ります給与 あるいは福利厚生、それか ら退職金 あるいは女性 についてはい

かに子育 てが しやすい環境 かとい うことも大事な点 になってくるか と思いま

す が、今現在 どのよ うに、内部 の方 々に対 しての働 きかけ、あるいは外部 の

方 々に対 しての働 きかけ、そ して説 明 され て理解 を得 られているのかについ

て ご説明 くだ さい。

3点 目、新 しい病 院 に対 して期 待 も非常に大 きい ところです が、や は りど

の よ うな ものができるのか とい うのについては、なかなか皆 さんまだイメー

ジとい うものが しづ らいです。それで、患者 さんの立場 に立って考 えま した

時に、実際高齢者 の方 の利用 も多い と思われ るのですが、診察、特に初診 に

来 られた患者 さんの 目線で、患者 さん 自身が 目的 とす る診察科、そ こが受診

で きるまで、 どの ようにイメージ されやすい よ うな レイアウ トとか表示が工

夫 された病院 になっているのか、その計画についてご説明 くだ さい。

4点 目、今 度 の統 合病 院 で は大型 医療機器 の導入 と、それ に伴い最新治療

が受 け られ るとい うよ うな説 明がなされてお ります。そのことについては非

常 に期待 も大きい部分であ りますが、その大型 医療機器 、例 えば、がんの放



射線治療器 であ ります リニア ック、それか らまだ兵庫県 にもたぶんまだ十数

台 ぐらい しかない と思 うのですが、PET-CT等 導入 に向け ま して 、そ の

使 い こな しと言いますか、技術の習得 とい うものが必須 になって参 ります。

今現在 でも、ハー ドスケジュール の中、皆 さんお仕事をされてい るわけで、

これ らの医療機器 の習得 に対 して、 どのよ うな研修がなされてい く予定なの

かについて ご説明 くだ さい。

5点 目です。 今度 の統合 病 院 と地域 医療 との連携 について、現在両市で行

われている方法が、両市の統合病院において高度医療を提供 してい く中で、

た とえば今現在です と両病院に地域医療連携室 とい うものが ございます が、

それが さらに充実 してい く形 になってい くと思います。また、なっていかな

くてはな りません。今現在 、紹介 あるいは逆紹介、三木市民病院か ら地域 医

療病院の方への紹介 なども行 われ てお ります が、今後 どのよ うに充実 されて

い くおつ も りなのかお考 えをご説 明ください。

次 に6点 目です。 患者 の皆 さん の懸念 の中に待ち時間の長 さとい うものが

ど うしてもございます。 これ については、今 までポケベルのよ うな ものを持

たせていただけるとか、あるいは大 きな掲示板 のよ うなものを設置す る。 あ

るいは待合室の中に さらに中待合いの ような ものがある、これ をブ ロック制

とい うそ うなのですが、その ようなシステムを考えてお られ るとい うことな

のですが、その他 にもた とえば、施設 内の設備 の充実 とい うものが上げ られ

ると思います。

た とえば西神医療セ ンターです と、シ ョッピングセ ンター街 の中、そ して

デパー トに隣接 してお りますので、手持 ち無沙汰の時間 とい うものの解消で

き るのですが、今度 の統合病院は 自然に恵まれているとい う反面、その よ う

な周囲にシ ョッピングセンターが ございませ ん。ですので、そ うい う食堂喫

茶 な ども充実 させてい くことが、ひいては来院 され る方 々、お見舞 いの方 々

も含 めて不安な状態で来 られ るわけです か ら、その ようなサー ビス、そ して

充実度に繋がってい くのではないか と思います。 このよ うな施設 内の充実 の

必要性 について、 どのよ うに考 えてお られ るのか ご説明 くだ さい。

【「議長」の声 あ り】

○議長(加 岳井 茂)

はい 、 西本 事務 局長 。

○事務 局 長(西 本則 彦)

それ で は、堀 議員 の ご質 問 にお答 えをいた します。

まず、医師、看護師の確保 についてのご質 問にお答えをいた します。

統合病 院の建設は、計画段階か ら神戸大学医学部 との連携 のもとに進 めて



お り、医師の確保につきましては十分にご配慮いただけるものと考えており

ます。

また、統合病院の病院長候補 として、神戸大学副学長の横野浩一氏をお迎

えすることもすでに決まってお りますので、さらに連携が深まってい くもの

と考えてお ります。

次に、看護師の確保につきましては、新規採用職員に関しましては、看護

学校への訪問、就職説明会への出展、あるいは病院見学会の開催、奨学金制

度の独 自運用などに取 り組み、5Aか ら8月 まで4回 の採用試験を実施いた

しましたが、約60人 の方に受験をいただいてお ります。受験者数 と採用者

数が必ず しも一致するものではございませんが、統合病院への関心は強いも

のと推察いたしてお ります。

一方
、現両病院に勤務する看護師に関しましては、勤務条件に関する説明

会を開催いた しましたほか、両病院の看護課長が、そこに所属する看護師に

個別面談を行いまして、統合病院に対する疑問や不安を解消するよう働きか

けてお ります。

今後は、詳細な意向調査を行 うとともに、移行を希望 しない方、あるいは

態度を決めかねている方につきましては、より密度の濃い個別面談を行 うな

ど、移行希望者数の増加に努めて参 りたい と思います。

続きまして、職員の勤務条件についてのご質問にお答えをいた します。

給与、福利厚生などの勤務条件につきましては、医師を除く看護師や技師

などの医療スタッフを対象に、今年4月 から5月 にかけ、各病院それぞれ3

回、合計6回 の説明会を開催いたしました。医師については、神戸大学の医

局人事とい うこともあり、現時点では説明会を開いていません。

現両病院で働 く医療スタッフにつきま しては、今、現両病院で受けている

給料月額 と同額を保障することを給与制度の基本としてお ります。また、同

一の免許を持ち
、経験年数や役職が同じであれば、同じ給料.月額 となるよう

調整する予定でございます。

次の福利厚生につきま しては、統合病院では現両病院と同じ地方公務員の

身分を引き継 ぎますので、現両病院とほぼ同様の制度となる予定です。

次に、退職手当につきましては、現両病院は兵庫県市町村職員退職手当組

合に加入 して退職手当を支給 してお りますが、企業団では退職手当組合には

加入せず、企業団で独 自に退職手当制度を設け、企業団が直接、退職する職

員に対す る手当を支給する予定でございます。

これにつきましては、現状のまま退職手当組合に加入 した場合 と企業団が

独 自に制度を設けた場合の退職手当の財源 となる負担金を比較いたしますと、



年 間で約2億 円前後 、企 業 団 の独 自制 度 の方が有利 であるとい う結果が出て

お ります ので、この方式 を採用 しよ うとす るものでございます。

次 に、病院内の案 内表示、あるいは院 内動線 についてのご質 問にお答 えを

いた します。

統合病院では、建物 自体が非常に大きなものにな りますので、高齢者の方

や障がい者 の方 には分か りやすい動線や案内表示が、必要不可欠 なもの と考

えてお ります。

この案 内表示 につ きま しては、現在 、建築工事の中で も特 に表示の専門家

がお ります ので、その専門家が病院スタ ッフの意見を聴 いてい る段階でござ

いま して、現時点では具体的な内容は決まってお りませ ん。

しか しなが ら、大きな方針 といた しま しては、見やす く、分か りやすい案

内表示 を実現す るためには、文字 を使 用す るときは大きく、見やす く表示す

る、あるい は赤 とかグ リー ンとか色 によるゾー ン分けや文字を使用する代わ

りに図柄や絵な どで表現す るな ど、工夫 を してい く予定でございます。

また、そのよ うな構造上の工夫だけではな く、病院スタッフに よる患者 さ

んへ の声かけ、あるい は病院ボランテ ィアの活用な ど、 ソフ ト面 でも検討 し

ていきたい と考 えてお ります。

次 に、医療機器の使用についてのご質 問にお答 えをいた します。

医療機器 の使用 につ きま しては、議員 ご指摘 の とお り、それぞれ に見合っ

た資格 を持 った医療技術者が行 うことは当然で ございますが、最新 の医療機

器 につ きま しては、適切に使用できるよ う技術 の習得が必要なものもござい

ます。例 えば、がん診断器で あ りますPET-CT、 あ るい は、 が ん治 療器

の リニ ア ックは、現両病院では保有 してお りません し、最新の医療機器 でご

ざいますので、 これには十分留意すべ きと考 えてお ります。

その うちのPET-CTに つ き ま して は 、す で に使 用 で きる技 師が2人 両

病 院 にお ります。 また 、 リニア ックにつ きま しては、 これまでの経験者 が、

三木、小野へ途 中入職 されてい る経験者が2人 お ります の で、長 年 のブ ラ ン

クが あるため、開院までに約6か 月程 度 、県 立 が んセ ンター な どへ研修派遣

を予定 してお りますので、技術の習得ができるものと考 えてお ります。

その他の医療機器 につ きま して も、必要に応 じて研修 を計画す るな ど、適

切 に使用で きる体制 を整 えて参 りたい と存 じます。

次 に、地域 の医療機 関 との連携 についてのご質 問にお答えをいた します。

ご承知 の とお り、現在 の治療の形態は、一つの病院で発病の初期か ら完治

す るまで治療す る 「院内完結型」か ら、患者 の症状 に応 じて地域 の医療機 関

が役割分担 し、相互連携 して治療す る 「地域完結型」へ と移行 してお ります。



統合病 院では、高度な手術や検査が必要な急性期の患者 を治療 し、一定の

期間が経過すれば、回復期 の病院や患者 さんの地域のかか りつけ医に引き継

いでい くとい う、これ は現両病院で もやってい る地域連携を継承 してい く、

さらに充実 させ る方針で ございます。

具体的には、院内に地域連携室 を設置 しま して、地域の医療機 関と緊密 に

連携す るほか、かか りつけ医 と院 内の医師が共同で治療できる、まだ近 隣の

病院ではないですが、開放病床 の設置や急性期か ら回復期、そ して在宅 医療

までの診療計画を立案す る地域連携 ク リテ ィカルパスを軸 とした連携 、統合

病院が所有す る リニア ックあるい はPET-CTな どの 高額 医療機 器 を地域

の医療機 関が予約 して利用 できるような制度 な ど、このよ うな様 々な手法 を

取 り入れて地域連携を進めてい く予定でございます。

次に、病院 内の食堂、喫茶店等 の施設の充実についてのご質問にお答 えを

いた します。

院内には、来院者 が憩 える場所 として考えてお ります のは、喫茶や食堂の

ほか、1階 に外 来図 書 コーナ ーや 売店 な どを設 ける予定で ございます。

喫茶や食堂 は、病院本館 の1階 の南東 の角 に位 置 してお ります が、そこに

は中庭 を配す る予定で ございま して、中庭に面 した場所 とな りますので、樹

木や外の景観 を楽 しめる空間 としてお ります。また、食堂にはテ レビのほか、

外来の診察状況が分かる大型モニター、あるい はインターネ ッ トに対応 でき

る設備 も整 える予定で ございま して、来院者 の方に会話 を楽 しんでいただい

た り、憩 えるスペースを提供できるのではないか と考えてお ります。

また、外来 図書コーナーや売店 を設けることによ り、利便性の高い施設 を

目指 してお ります。

なお、病院全体 といた しま して も、玄関ホールや外来待合、あるいは3階

に設 けま す家 族控 室 な どには、 「癒 しの環境」を整 えるため、現在 、壁 画や絵

画、モニュメン トな どの建築 アー トの検討 を進 めてい るところでございます。

以上で、堀議員 のご質問に対す るお答 えとさせ ていただきます。

【「議長 、8番 」 の声 あ り】

○議 長(加 岳 井茂)

8番 、堀 元子 議員 。

08番(堀 元 子)

ご答 弁 お伺 い い た しま した。 で は、再質問を させ ていただきます。

まず、最後の待 ち時間の有効活用 とい うことで、憩いの場 として活用でき

るよ うにいろいろ工夫 をな されてい るとい うお話 をお伺いいた しま した。そ

の 中で、図書 コーナー とい うのは、図書館 のよ うなものなので しょうか。 あ



るいは、そ こでお茶 などを飲 めるよ うなものを考 えてお られるのか。 その点

をお伺 い させていただきます。

あわせま して、待 ち時間の解消 とい うことで三木市の方で先ほ ど副企業長

か らもお話 しあ りま したけど、三木市南部、緑が丘、自由が丘その辺 りの方々

か ら、 これは非常に要望の多い ところであるのですが、直通バスの発着点、

公 民館 を今予定 してい るのですが、そこに再来受付機 を置 きま して、それで、

そ こにカー ドを入れ ることで、再診の方々のデー タを統合病院の方に送 られ

てい くとい うイ メー ジなのですが、それに よって待 ち時間の解消に努 めると

い うそ うい うよ うな計画が してございます。

これにつ きま しては、三木市の方では予算 も上がってきてお ります。 これ

は当然、先 ほどか らお話 にもあ ります、遠方の特 に三木か らすれば小 野に行

くわけですか ら、そ うい う配慮があるとい うことで皆 さん期待 されている。

ぜひやってほしい とい うことです ので、統合病院の方でも当然 に情報 システ

ム内でそれ も、 ビル トインされた計画であると、 この ように考 えさせ ても ら

ってもよろ しいですか。 この2点 をお伺 い します 。

続 きま して、 地域 医療 との連携 についてですが、大変丁寧なご説明をいた

だ きま して、院 内完結型か ら地域完結型、 よ り密着 した形でいわば地元の病

院ではそこまで高度 な医療は受 けられないが、統合病院 に行 くとしっか り検

査 をして もらえます よ と、そ うい うよ うな形で医療の仕方を分 けていただい

て、そ してそこで しば らく治療 を受 けた後で地元 に帰っていただ く、 こ うい

うよ うなイ メー ジで両者 ともに患者 さんを奪い合 うことなく、市民の皆 さん

に高度で充実 した医療 を受 けていただ くとい うイメージであるのかな と感 じ

ま した。 そ うい う解釈で よろしいで しょ うか。

最初の医師 と看護 師の確保 について、医師については今 ご説 明にあ りま し

たよ うに、神戸大学医学部 と連携 を取ってい く中でお医者 さんについてはあ

る程度の見通 しが立ってい る。三木市民病院 も准教授の方が来ていただける

と、その ような中で、ある程度皆 さん喜んでお られ るのではないか と思いま

す。

それ と、看護師の確保 につきま して、意向調査 して今現在 も話 し合いに入

られてい る中で、今後 とも確保 に努 めていかれ るとい うことですが、看護師

確保プロジェク トチームを三木 と小野で立 ち上 げてお られます。企業団の方

では、今仰 っていただいたよ うにある程度の方 々に関心を持っていただいて

いると判断を していいのかな と思いま した。プロジェク トチームです か ら、

や は りそ こは何人、今現在 で来ていただけるよ うな意 向になってい るのか、

よろ しけれ ばその人数 についてお答 えいただ きたい と思います。



それか ら、勤務条件、雇用条件 については、特に今 と同額 を保障 され ると

い うことです ので、両病院が一緒 にな るこ とで勤務条件が同 じであるとい う

ことは、当然、高い方 の水準 に同一条件であれば合わせてい くとい う理解 の

仕方で よろ しいので しょうか。以上、 よろ しくお願いいた します。

【「議長」 の声 あ り】

○議長(加 岳井 茂)

はい 、西本 事務 局 長。

○事 務 局長(西 本則 彦)

再 質 問 に対 しま して、 私 の方 で答 えられ る範囲でお答 えをさせていただき

ます。

まず1点 目の憩 い の場 とい うこ とで 、外来 図書 コーナーは どうい うものか

とい うことでございますが、位置的 には1階 のホー ル を入 った右 側 に設 置す

る予定でございます。 ただ、病院ですので図書館 のよ うなイメージを持 って

いただ くと少 し違 うか もわか りませんが、一般図書 あるいは医療 関係 のご案

内の図書であるとか雑誌等を置 く予定に してお ります。 さらに、パ ソコンも

数台設置 して、イ ンターネ ッ ト対応できるよ うな形で ご利用いただ けれ ばと

考 えてお ります。

次 に、再来機 の関係 でございますが、企業団 といた しま して も、 この4月

に情 報 システ ムの業者 が確 定いた しま して、その中で院内の情報 システ ム化

とともに外向けになるわけなのですが、三木市が導入 され よ うとしてい る再

来機 を受 けられ る対応 も、今検討 を進 めているところでございます。

三木市内に設置す る再来機 の受付の機能 としま しては、予約診察のみで、

初診はや は り総合受付等できっち り診療科 を特定 しない といけませんので、

予約診察 とい うことでお考えいただ きたい と思います。

それか ら、地域連携 につきま しては、先 ほどもお話 した とお りでございま

すが、や は り、今度の病院はかな り急性期の病院でございますので、平均在

院 日数 も短 くなると予想 されますが、やは り急性期 の病院 と地域 の医療機関

の役割分担 をしっか りと認識 しま して、それぞれが地域の中で役割 を果 た し

てい くと、先 ほどの堀議員が仰 る患者 さんの奪い合い とい うのではなく、役

割分担 を果た して連携 してい くとい うのが基本ではないか と考 えてお ります。

それか ら医師の確保につ きま して も、先 ほど申 し上げた とお りでございま

す が、三木市民病院では、今まで閉鎖 していた診療科等が開設 され るとい う

こともお聞きしてお りますので、今後、統合病院の開設に向けた医師スタ ッ

フの充実 とい うのを見込 めるものと考 えてお ります。

それか ら、看護師確保 につきま しては、現時点で、 どの程度統合病院に移



行す るのか とい うご質 問ではなかったかと思いますが、先 ほどか ら申 し上げ

てお りますが、勤務条件説 明会を開いた後、看護課長がそれぞれの所属 の看

護 師の個別 面談 をして、聴 き取 り調査 の段階ではございますが両病院 とも、

現在在職 してい る職員 のほぼ8割 を超 え る程度 まで進 ん で きて お ります。

そもそもの 目標 が、年間1割 程 度 の退職 率 を見 込 んで 、両病院か ら9割 を

目標 と設 定 して お りま した ので、8割 は越 えた とい うもの のそ の9割 を 目指

して、今 後 は詳 細 な意 向調査 も行 っていきたい と考えてお ります。

勤務条件の関係 で、いわゆる同一職種、同一給与 とい うお話であったか と

思いますが、議員 ご指摘の よ うに、高い額に合わせ るとい うことで調整 を進

める方針で ございます。

私 の方 か らは、以上の答弁 とさせていただきます。

【「議長」の声あ り】

○議長(加 岳 井茂)

はい 、蓬 莱企 業長 。

O企 業長(蓬 莱務)

先 ほ どの答弁 どお りで あ ります けども、3番 目に あ りま した地域 連携 の こ

とで あ りますが、 これはご指摘の よ うに、 さらに副企業長 とも連携 を取って

確認 を したい とい うこ とがあ ります。

それは、小野加東 医師会 と小野市民病院 との連携 とい うことになるのです

が、三木 は単独 の三木医師会 と三木市民病院 となってい る。 もちろん三木市

民病院か ら他地 区への紹介 を受 けた り、出 した りとい うことは小野加東 医師

会で もあ るわけでございます。ただ統合病院が三木、小野統合病院 としてで

きた ことに対 して、小野加東 の医師会、三木の医師会、特に三木 と小野の医

師会については、基本的には神戸大学経 由 とい うことが多いわけなのでや り

やすいのですが、加東医師会の場合 は鳥取大学の関係 とい うこともあ りま し

て、別 に皆 さん連携 を取って協力 し合 ってい るとい うことには間違いないの

ですが、ただ、今度二つの医師会が、小野市は複合 医師会になっているわけ

ですが、今後の協力体制 については、副企業長 と連携 を取 らせていただいて、

今後医師会 の代表の方 と、も う少 しした段階で連携強化 について協力 を求め

てい くとい うことについては、少 し考慮 させていただ きたい と思います。以

上で ございます。

【「議長 、8番 」 の声 あ り】

○議 長(加 岳井 茂)

8番 、 堀元 子議 員。

08番(堀 元子)



ご答弁お伺いいた しま した。

地域 医療 につ きま しては、企業長の方か らも今後医師会 との連携 を深めて

い くとい うことで、大 きな病院ができる と地元の医師会が反対 した とい うこ

とを、全 国では今までなかったわけではあ りませんので、本当に うま く行 っ

ていただけれ ばいいな と、そ して、行 っていただけるのではないか とこ答弁

をお伺 い していて思いま した。 あ りが と うございます。

再 々質問なのですが、2点 ご ざい ま して 、まず再 来機 についてです が、確

か に初診ではなく再診だけですね。予約 につ きま して、今現在 の三木市民病

院です と再来 の方の受付 も一応予約 で しているのですが、そこに当 日来 られ

た初診 の方を入れてい く形でずれ込んできた りす るわけです。

本 当は、初診の方 は初診 ばか りを診 て くだ さる先生がお られる とい うこと

もあ ります し、再来機 につ きま しては、これ は三木だけになるのか もわか り

ませ んが、非常に高齢者 の方々を中心にこれ は是非や ってほ しい とい うお声

が多 くございます。今年末までに進 め られ る情報 システムの中で、 これは踏

み込んでいただけるとい う理解 でよろしいですね。あ りが とうございます。

それか ら、今看護 師確保 につ きま してこ答弁いただきま した。8割 を超 え

る方 々 は、移行 を希 望 してお られ るとい うことですが、確 かに女性 の方が多

いです ので、妊娠、出産、結婚 とい うことが確 かにあ ります。女性 が多い こ

ともあ ります し、 どうしても仕方がない部分かな と思いますが、やは りここ

は9割 を 目標 にな さって い る 目標数 値 とい うものがあるものですか ら、それ

に対 して今何名移行 されてい るとい うことは、お答 えしていただけない とい

うことですか。

しか しなが ら、スタ ッフ、特に看護 師の数 とい うのが非常 にオープン して

か ら、経営 とか実際の運営に非常 にかかわってくると私たちは認識 してお り

ます。 これに対 しま して、企業 団の方 では60名 の方 が受験 され て大 丈夫 で

あ ろ うと、それか ら、三木 の看護師確保プ ロジェク トチーム、小野の看護師

確保 プ ロジェク トチームこれは別 々に動かれ てお りますが、やは り目標値 と

い うものは 目標値です ので、 このまま うまくいっていただけることとは思い

ますが、やは りそ うい う夢 を持 った希望 と同時に、万が一の時の リスクヘ ッ

ジの考え方 とい うのも大事ではないかな とこのよ うに思います。

です ので、もしこの 目標値 が達成 できなかった場合 に、責任 とい うのは企

業団それか ら三木市、小野市 にお きま して、 どの ような形で責任分担 され る

お考えなのかをお伺い したい と思います。

【「議長」の声 あ り】

○議長(加 岳井 茂)



はい、蓬莱企業長。

○企業長(蓬 莱務)

最 初 は、再 来機 につ い て は、理解 いた しま した とい うことで質 問ではなか

った と思いますのでお答 えしませんが、2つ 目のい わ ゆ る看護 師確保 につ い

て 、先 ほど局長の方か ら答 えま した よ うに、もともとどの病院においても、

どの程度がいわゆる出産等で辞 めるか とい うことも想定 した上において、現

在進 めてお ります のが80%を 超 え る状 況 で ある。 とはい うものの、 目標の

数値 に対 して今現在 どの程度いっているか とい う質問だ と思 うのです。

後 ほど、高坂議員 さんの同 じ看護 師確保 のご質問 と重複するか も知れ ませ

んが、基本的には今募集 中であ りますか ら結論か ら申し上げて、ベテランを

どう確保す るか とい うことと、新人看護師の確保 をど うす るか とい うことに

なると思います。数字の上では、基本 的には 目標 を達せ られる とい うよ うな

形で今進 め られている。ただ、まだ これか ら年末 にかけて、来年度 における

確保 について努力いた してお りますので、最終的には353名 の 目標 に対 し

て 、 それ を確 保 す る とい うことについては、ほぼ確定す るよ うに今努力 をい

た してお ります。

現段階では、まだはっき り申し上げ られませんが、当初見込まれた よ うな

看護 師が若干確保 できないのではないか とい う、そ うい う懸念があった よう

で あ ります けれ ども、現段階では数の上では確保 できる とい うことで今進 め

られ てお ります。ただ、その中に、その数だけではないのです。量 とい うも

のもあ りますが質 もあ りますか ら、その ところについては、これか らど うす

るか とい うのが今後の課題 だ と思います。それを言 うと他 の病院か らします

と数 だけも揃 えられ る とい う、贅沢言いなさんな とい うよ うなことがあ るわ

けなのですが。

それか らも う一つ は、万が一 、看護 師が確保 できなかったことにおいて、

いわゆる病院の経営が要す るに うま くいかなかった、その責任分担、その責

任 について どう思われ るか とい うことにな ります が、看護 師だけが病院の損

益 を左右 しているわけではないのです。

看護師はその一つの要素であ りますか ら、病院それぞれの持つ小野市民病

院 の現在の損益 の体質、それか ら三木市民病院における体質等 もあるわ けで

ございます。それか ら、入って くる医師の力量の問題 もあ ります し、我々の

あ らゆる面での努力、すなわち多 くの人たちを どうやって新 しい病院 に集 め

るか、 とい うこともあるわけです。

そ うい うことを、今 の段階で看護 師が確保 できなかったがゆえに損益が こ

うなったので、その責任分担を三木市、小野市が どのよ うに負担す るか とい



うことは、私は適切 なことではない と、お互いに 目標に向かって努力す る と

い う、現段階ではその程度で企業長 としての基本的な考 え方 をご理解 いただ

きたい と思います。

【「議長」の声あ り】

○議長(加 岳井 茂)

はい 、藪 本 副企業 長。

○ 副企 業 長(藪 本吉秀)

看 護 師 の確 保 とい うこ とで、9月 か ら改 めて意 向調査 とい うものを私 ども

の方 で両市民病院看護 師に対 して行います。そ うい う意 味で、いま事務局長

の方 として も何割程度 とい う形で具体 な数字が、今 の段 階ではお答 えできな

い とい うことを非常に申し訳 な く思っているわけで ございますが、当然その

意 向調査 によりま して数字がある程度 固まって くると思います。

合わせ て、冒頭の方に事務局長の方か らも企業団独 自での採用 とい うので

しょ うか、 このお話 をさせていただいた と思います。今 まで受験者数 にして

60人 とい うこ と、受験者 数 が全 て 当企業 団にお越 しいただけるか どうか、

これ はまた、併願 もなさってお られ ることで しょうし、 これは最終的 に採用

の決定 を待つまではわか らないわけでございます けれ ども、いずれ に しろ今

の段階では、不確定要素 とい うのはある程度出て くると思います。

ただ し、企業団 自身 としま して も、また9月 以 降 も含 めて改 めて採 用 に も

着 手 す るわけで ございますので、ある程度 その数字が固まった段階で、企業

長 が申 し上げてお ります ように、今 の段階で どうこ うとい うのは、議論 は少

し早計ではないのか。 しか しなが ら、いつ かは固ま りますので、それはい く

らなんで も年明けあた りには固まってこない と、来年の4月 以 降バ タバ タ動

い て も仕 方 ない わけです。

企業長 が申 し上げた とお り、看護 師だ けが経営に影響を及ぼす ものではな

いわけで ございますが、堀議員が仰 られているのは、当初6病 棟 でオ ー プ ン

を予 定 い た して お るわけでございますが、看護 師の確保数いかんによって、

例 えばで ございますが完全 な当初思っていた6病 棟 がオ ープ ンで き なか った

とき に、何 らかの経営へのそ うい う意味での経営への悪化が懸念 された場合

云々 とい うこと、そ うい うことについての ご質問だ と思います。

先 ほ ど申 し上 げま した よ うに、今 の段階でそれ をど うこ う議論す るのは、

両市がそ して企業団、この三者 が一丸 となって、今一生懸命採用に向けそ し

て当初 のフルオー一…プン とい う、6病 棟 オ ー プ ンに 向け頑 張 ってい る段階でご

ざいます ので、 もう少 しお時間をいただ く中で、そ うした数字 が固まってき

た中で、先ほ ども企業長が申 し上げま した ように、企業長 も副企業長 もでき



るだけ両市違 う自治体同士が一緒になっての組合議会で ございますので、で

きるだ け情報共有をさせていただ きなが ら、ガラス張 りでオープンに させ て

いただ きたい。

その よ うな気持 ちでお りますので、また何 らかの機会に企業長 とも相談 さ

せ ていただき、議員総会でご報告 させ ていただ くな り、そ うい うふ うな形の

中で議論 を させていただきたい。 この よ うに思ってお ります。以上で ござい

ます。

O議 長(加 岳 井茂)

次 に、10番 、 高坂純子 議員 。

【「議長 、10番 」 の声 あ り】

○議 長(加 岳 井茂)

10番 、高坂 純子議 員。

010番(高 坂純 子)

失 礼 い た します。それ で は早速 です が、発言 をお許 しいただきま したので、

質問を させていただきます。

第1項 目 小 児科 救急 外来 につ い て

北播 磨総合医療セ ンターの建築工事現場では、鉄骨が上がって行 く様子、

またモデルルーム等 も拝見いた しま した。そ して、現神 戸大学横野副学長 を

病 院長 としてお迎えす る事 も決ま りま して、平成25年10.月 の オー プ ンが

大変 待 ち遠 しい 限 りで ございます。

そ こで医療機能についてお伺いいた します。

北播磨総合医療センターでは、「小児医療対策 として、北播磨圏域 での小児

医療 の拠点病院で ある小野市民病院 の現行 の診療機 能 をさらに充実強化 す

る。」 とあ ります。

また、救急医療対策 として、1次 か ら2.5次 まで の救急 患者 を受 け入 れ

られ る体制 を確立するため、救急科 を設置 し、北播磨で初のER型 救急 体 制

を導入 す る とも聞い てお ります。

今 までの各科相乗 り型 とは違い、ER型 救急 体制 なので 、科 に関 わ らず 全

ての救急初期診療 を行い、それか ら担 当科 に振 り分 けられる訳 です か ら、実

質小児科救急外来の役 目も兼ね る事 ができるので しょうか。

現在、小野市民病院の小児科 も輪番制で夜 間を受 け持 ってお られます。月

にお よそ9回 、 日曜 の昼 は月2回 とい う少 な さです 。加 古川夜 間救急セ ンタ

ーや西神戸医療セ ンターで受診す るケースが現状のよ うですが、小児救急外

来 は どのよ うにご計画 なのかお伺 いいた します。

第2項 目 北播 磨総 合 医療セ ン タv・一一・一シ ンボル マ ー クにつ いて



広告媒体で広 く使用できるシンボルマー クとロゴタイプが一体 となったデ

ザイ ンを5月1日 か ら6月29日 迄募 集 され てい ま した。

どの よ うな応募状況だったので しょうか。また、12月 頃 に審 査結 果 が発

表 され る よ うですが、審査方法な どをお聞かせ下 さい。

第3項 目 関西 国際 大学保 健 医療 学部 看護 学科入試 について

保健 医療学部看護科は設置認 可申請 中ではあ りますが、2013年 度 開設

予 定 と してホ ー ムペ ー ジやパ ンフレッ トな どで入試案内を行 われています。

また、両病院を利用 してのオープンキャンパ スも開かれてい るよ うです。

是非優秀 な人材 が受験 して欲 しい ものです。10月 には設 置認 可が 下 りる と

も聞 い て います が、看護学科への関心度や 問い合わせ状況等はいかがなので

しょうか。

第4項 目 看護 師募集 につい て

少 し先 ほ どの堀議員 と重なる ところもあ りますが、お許 しくだ さい。

第5回 企 業 団議 会 の際 に、看 護 師確 保プ ロジェク トチーム 自ら汗を流 して、

看護 大学等 を訪 問 して統合病院の概要や看護理念、奨学金制度な どの説明 を

行われている事 をお聞きしま した。大変有 り難 く思ってお ります。

そ の後 の成果 は どのよ うなものだったので しょうか、お伺いいた します。

以上、質問 とさせていただきます。

【「議長」の声あ り】

○議長(加 岳 井茂)

はい 、西 本事 務 局長。

○事務 局長(西 本 則彦)

それ で は、高坂 議員 の ご質 問 にお答 えをいた します。

まず、小児科救急外来 についての ご質 問にお答 えをいた します。

統合病院では、あ らゆる救急患者 を受 け入れ ることができるER型 救 急体

制 を 目指 してお ります が、 医師や看護 師な どの医療 スタッフを充実 させ る必

要があ り、本格的な稼働は平成30年4月 と想 定 いた して お ります。

ま た、 小児救急 については、小児科医が充足 してバ ックア ップ体制が整っ

た状態 で、ER型 救急 体 制 が本格 稼働 す れ ば、小児救急 も受入れが可能 とな

る と考 えてお ります。

開院当初は、平 日の診療時間は従前 どお り受入可能で ございます し、夜間

や休 日につ きま しては、北播磨圏域の現状 を維持継続することとな ります け

れ ども、開院後 に小児科 医師の人員が徐 々に増 えることによ りま して、夜間

や休 日の受入 日の拡大な ど、充実 させ てい きたい と考 えてお ります。

続 きま して、シンボルマー クについてのご質問にお答 えをいた します。



シンボルマー クの募集 につきま しては、今年5月 か ら6月 の約2か 月 間 、

広 く募 集 をい た しま した。

その結果、応募総数 は125点 で 、応募 者 数 は65人 で ご ざい ま した。 一

人 で複 数 の点数 を出されてお られます。

応募者 の住所地 を見ます と、兵庫県内が23人 と最 も多 く、近 隣 の大 阪府 、

あ るいは東京都、京都府な どの順 になってお ります。また遠 くは九州、北海

道か らも応募 がございま した。

審査 につ きま しては、建築 と連動 したアー トを検討す る 「建築アー トワー

ク選定委員会」 とい う組織を立ち上げてお ります。先 ほ ど、堀議員 にもお答

えいた しま した癒 しの環境を作 るとい うもので ございます。 この選定につ き

ま して も、 シンボルマー クを建築工事 で外壁 などに取 り付 けることが予想 さ

れます ので、この委員会で審査いた してお ります。

委員会 の委員の構成 としま しては、大阪国立美術館館長 の山梨俊夫氏が委

員長、神戸芸術工科大学教授の荒木優子氏が副委員長 を務 められてお りま し

て、そのほか、両市の代表、両病院の代表、また両病院のボランテ ィアの代

表 などで構成 されてお ります。

具体 的な審査 につ きま しては、 グラフィックデザインの専門家であ ります

荒木教授 が中心 となって行 っていただいてお ります。

次に、関西国際大学保健医療学部看護学科 についてのご質問にお答 えをい

た します。

関西国際大学のまだ仮称では ございますが保健 医療学部看護学科の開設 に

つ きま しては、今年10月 の開設 認 可 を 目指 して、認 可 申請は順調 に進んで

い る とお 聞きしてお ります。

また、来年4月 の開設 に向 けま して 、先 ほ ど議員 ご発言にもございま した

が、す でに入試 日程の広報やオープ ンキャンパスが開催 されてお ります。

オープンキャンパスは、6月 か らす で に6回 開催 してお りま して、看護 学

科 へ の入学 を志望す る高校生の参加 状況 を見ます と、兵庫県内のほか、大阪

府や島根県 などか ら延べ約140名 の方 が 参加 され ま して 、 この うち北播磨

圏域か らの参加者 は約40名 との ことで ござい ます 。今 後 もオープンキャン

パ スは9月 、10.月 と2回 の開催 が 予定 され て お ります。

また、オープンキャンパスを訪れた高校生か らの質問事項の うち、統合病

院 関係 で見てみます と、看護学科 に入 ってか らの実習内容や統合病院か らの

講師派遣 の計画、あるいは就職先 としての可能性な どについてご質 問があっ

た とお聞き してお ります。

なお、オープンキャンパスでは、現両病院 の看護師が ミニ講義を行 った り、



あるい は統合病院の説 明コーナー を設 けるな ど、三者 の協定に基づきま して、

企業団も協力 してい るところで ございます。

このほか、看護学科 の開設 を広 くPRす るた め、三 木市 の ほか 、尼 崎 市や

神 戸市 な どでシンポジ ウムや講演会の開催 も企画 している とお聞き してお り

ます。

次に、看護師の募集 についてのご質 問にお答 えをいた します。

先 ほ どの堀議員 と重複 する部分は ご了承 いただきたい と思います。

看護師の確保につ きま しては、企業団独 自の奨学金制度の創設や看護学校

への訪 問、就職説 明会への出展、病院見学会の開催 な ど、様 々な取組 を展開

して参 りま した。

この うち奨学金制度 につきま しては、4月 か ら5月 ま での2か 月 間 で、奨

学 生 を募集 いた しま したが、看護学校 の1年 生 か ら最 高学 年 まで 、合 わせ て

約50人 の 申請 が ござい ま した。

ま た、看 護学校への訪問では、県内の看護学校 をは じめ としま して、岡山

県や徳 島県、香川県な どの学校 を含め、合計31校 を訪 問い た しま した。 そ

こで は統合病院の概要に加 え、看護方針で あるとか、就職後の研修体制 など

について説 明を して参 りま した。

このほか、就職説明会 には7回 出展 して約170人 、病 院見 学会 は4回 開

催 して約80人 の方 の参加 を得 てお ります 。

これ らの結果、先 ほど堀議員に もお答 えいた しま したが、4回 の採 用試 験

に対 して 、合 計約60人 の方 に受 験 い ただ いて お ります 。

地道 な活動では ございま したが、一定の成果 はあったのではないか と考え

てお ります。

以上で、高坂議員の ご質問に対す るお答 え とさせていただきます。

【「議長 、10番 」 の声 あ り】

○議 長(加 岳 井茂)

10番 、 高坂 純子 議員 。

010番(高 坂純 子)

大変 詳 しい ご説 明、 また うれ しい ご報告 をいただきましてあ りが とうござ

いま した。

第4項 目看 護 師募集 につ いて は 、本 当に汗 を流 して暑い中をい ろいろ と伺

って くだ さった とい うことが本 当に感 じ取 られ ま した。あ りが とうございま

した。

それでは再質問を行 わせていただ きます。

第3項 目の 関西 国際大 学保 健 医療 学部看護 学科入試 についてで ございます



が、今 お話 を伺います と結構な数が、い ろいろ と皆 さん注 目を されている と

い うことですが、大学長のメ ッセージの中に も是非入って下さいとい う温か

いメッセー ジもホームページに出 され てお ります し、学校 のホームページも

す ご く分 か りやすいのですが、その他 のPR媒 体 は どの よ うに行 って い らっ

しゃ るのか とい うことを、第3項 目につ い てお伺 い いた します 。

続 いて、第2項 目シ ンボル マー クの件 です が、素晴 らしい先生方のお名前

が並んでお りますので、 さぞか し立派 なマークが決ま るのではないか と思い

ます。 この選考委員のメンバーの中にあ りま した、両市のボランティアの方

です とかそ ういった方 々、代表の方 々 とい うような名 目が入っていま したが、

だいたい何人 ぐらいの構成で され るのか、また、それに伴 う審査員料、報酬

は どこか ら出るのか、その2点 をお伺 い い た します。

それ か ら、遡 りま して第1項 目で ご ざい ます 。実 は、私 が小児科救急外来

にっいて本 日質 問をさせていただきま したのは、1通 のお 手紙 をいた だい て

お ります 。

32歳 の小学校 低 学年 をお 持 ち のお母 さんか らお手紙 をいただきま した。

抜粋 して読ませていただきます。6月8日 にい ただ きま した。

実 は この前 の土曜 日の夜、私の息子小学校低学年が急 な腹痛 に泣 き じゃ く

り小野市民病院に診て もらえないか電話 した ところ、今 日は小児科 はや って

いない と言 われ、担 当病院 も分 らず、昨年、喘息で息子が高熱 を出 した時、

この時 も小野市民はだめで した。

息子 が高熱 を出した時にお世話 になった西神戸医療セ ンターの救急外来 を

思い 出 し、電話 して受診 しま した。そこの病院では毎 日(年 末年 始 とゴール デ

ン ウィー クは変更す る場合 あ り)夕 方5時 か ら深 夜24時 まで の小児 科 の救

急 外 来 をや っていて、今回 も助 かった と安堵 しま した。

偶然 ですが、私の友達 も小野か ら救急外来に来ていて、やは り小児科救急

外来が新 しくできる病院があれば とって も助 かるのにと本当に思ったのです。

北播磨地 区ナ ンバーワンの病院になるべ く、ぜひ とも小児科救急外来 を作 っ

てほ しい と思います。 どうぞ よろしくお願いいた します。 とい うよ うなお手

紙 をいただきま した。

それで、今 日質問をさせていただいたのですが、やは り小児科救急外来、

子 どもとい うのは どうしても病院が開いてい る時間 よりも夜 中によく熱 を出

します。 走 らせ る場合 は西神戸医療セ ンター とか加古川夜間急病センター、

神戸 こ ども初期急病セ ンターな どのそ うい った少 し遠方 になってまい ります。

先 ほど質 問の中で、ER型 がで きれ ば早 めにそ うい った もの も叶 うかな と

質問いた しま した ところ、やは りER型 の先生 が、今 、全 国的 に も大 変少 な



い と聞いてお りま したので、これは平成30年4月 ま で とい うこ となの で、

ち ょっ と難 しいのかな と感 じた次第なのですが、何かせ っか くの小児科 医を

持ってい る小野市民か ら総合医療センター に移 るわけですので、も う少 し何

か小児科救急外来についてご検討 いただけた らと思 うのですが。

以上、再質問 といた します。

【「議長」の声あ り】

○議長(加 岳井 茂)

はい、 西本 事務 局 長。

○事 務局 長(西 本則 彦)

まず 、1点 目の関西 国 際大 学 の関係 のPR媒 体 につ きま して は、我 々 が直

接 や っている訳では ございませ んので、聞いた ところによ ります といわゆる

パ ンフ レッ ト、た とえば三木、小野市民病院で ここ1、2年 に入 られ た ナー

ス の写真 を入 れ てパ ンフ レッ トを作る とか、電車の車内広告 であるとか新 聞

広告であ るとか、 さま ざまな媒体 を使 ってPRを して い る とお 聞 き して お り

ます 。

それか ら、シンボルマークの選定委員会 につきま しては、先ほ ど委員長、

副委員長 のお話 を させていただきま したが、それに加 えて両病院、両市、全

部で14人 の委 員 で ご ざい ます 。

報 酬 につ きま しては、先 ほ どもお答 え申し上げてお ります が、これ は建築

工事 の一部で してお ります ので、企業団か らは報酬は一切 出てお りません。

それか ら、3点 目の小児 救急 で ご ざい ます が 、 これ もみな さんご承知の と

お り、小児科 とい う診療科 は非常に特殊な診療科でございま して、特に乳幼

児等 は ドクターの免許 を持 っていて も、なかなか診づ らい とい うのが現状 と

してございます。

ですので、先ほ どの回答 でも小児科 医が、た とえば10人 とか15人 とか

十分 にス タ ッフが揃 って 、ERは い わ ゆ る1次 、2次 、3次 救急 の よ うな こ

とで はな く、い わゆる患者 を仕分 ける、 トリアージす るのが主な救急体制 で

ございます。その時に小児科医が診療 時間であれば十分対応 できるわけです

が、夜間、休 日の場合 にバ ックア ップ体制 が どれだけ取れ るのか、あるいは

ER救 急 に小児 科 医 の先 生 が入 るの か どうか。

そのよ うな さま ざまな要素がか らみますので、先 ほ どのよ うなお答 えにな

った とい うふ うにご理解いただけた らと思います。何にせ よ、小児科 医の充

実が先決ではないか と考 えてお ります。

【「議長」の声あ り】

○議長(加 岳井 茂)



はい、藪本副企業長。

○副企業長(藪 本 吉秀)

1点 目の 関西 国際大 学 の 関係 で補 足 をさせ ていただきたい と思います。

関西 国際大学 と企業団 との関係 で申 し上げます と、いわゆる実習受 け入れ

病院 とい う形で非常に緊密な関係 を今後持ってい くことにな ります。

今 、看護 師の確保 とい うのは、オープン時の問題 では、関西国際大学はま

だ卒業生 を排 出いた してお りませんけれ ども、今後 も継続的で定期的に看護

師の確保 とい う意味か らも、関国大 と企業団 との関係の連携 とい うのは非 常

に欠かせ ない関係 になってこようか と思ってお ります。

そ うい う意味か らも、先だって関西国際大学 の学長、企業長、そ して三木

市長 とい う形で、定期的に協議会を開催 させていただいている中におきま し

て、企業団 としても関西国際大学 とのそ ういった実習病院 といったよ うな強

い連携があ るとい う内容や あるいは奨学金 とい う形 での支援 、そ ういった こ

とにつ きま して、企業団 としてもPRに 関わ っ てい く とい う形 で三者 の合意

を得た ところで ございます。

合 わせて、先ほ どはオープ ンキャンパスの話がメイ ンに局長か らして参 り

ま したが、今後は近隣でいきます と三木市や神戸市で連続講座 とい うものを

4回 ほ ど開催 す るわ けで ご ざい ますが、その中におきま しては、先 ほど皆 さ

ん ご周知の とお り、新病院の病院長で ある横野先生、あるいは企業長や私 を

含 めま して、それぞれ この看護学科のPRを 含 めて、北播磨 の 医療 の在 り方 、

地域 医療の在 り方、そ ういったこ とも含 めてその連続講座の中で呼びか けを

してい く中で、や は り北播磨地域か ら三木、小野地域か らた くさんの方々に.

助言 を して いた だ きたい。 そ の ような形の呼びかけを引き続 き行 って参 る所

存で ございます。以上、補足いた します。

【「議長、10番 」 の声 あ り】

○議 長(加 岳井 茂)

10番 、 高坂 純子議 員。

010番(高 坂純 子)

再 々質 問で ござい ます。

今 、副企 業長の方か らご説明いただきま した、この神 戸での連続4回 の講

座 が あ る とい うお話 だ った のですが、もし 日程 が決まってお りま した ら教 え

ていただ けた らと思ってお ります。

また、企業長の方には、小児科救急医療 の件 では私 も今詳 しくご説 明は受

けたのです が、 もし企業長 のお考 えか何か ございま した らひ と言教 えていた

だ きたい と思います。以上、再々質 問です。



【「議長」の声あ り】

○議長(加 岳井 茂)

はい 、藪本 副企 業 長。

○副企 業長(藪 本 吉秀)

まず は、や は り入 試 まで が勝負 で ございますので、10月 か ら入試 時期 の

12月 、 これ に掛 けて4回 ほ ど連 続講 座 を行 って参 ります。 この ようにお伺

い してございます。また 日程 は別途お配 りさせ ていただきたい と思います。

【「議長」の声あ り】

○議長(加 岳井 茂)

はい 、蓬 莱企 業長 。

○企 業長(蓬 莱務)

小児 科 医 の件 で あ ります が、 そ の前に、関西国際大学看護学科 について、

我々 としては非常にPRし てい ます し、三 宮 の駅前 には ホームか ら見える所

に関西 国際大学のなかに看護学部 とい うことで募集が既 に入っています。P

Rを どん どん行 って行 こ う、優秀 な人たちに集まっていただきたい とい う思

い と、 もう一つは、今 シ ミュレーシ ョンしています のは、他 の学部の偏差値

と違って看護学部 の偏差値が極端に上がって、そ うします と地域 の人たちが

入 って、 この近隣の人 たちが入れない とい うことも若干心配 しています。

そ うします と地方か ら来た方がそ こへ入って、そのまま実習 も我々の方 で

受 けてい るわけですか ら、それで入っても らえるな らいいのです が、逆 に故

郷 に帰 って しまって、故郷の方の地方の病院へ勤めて しま うとい うことも懸

念 され ます。

今の段階で判断 してお りますのは、最初募集 に対 して生徒が果 た して集 ま

るのか どうか、かな り議論 をさせていただ きま した。その中で、今 の世相の

中で非常 に経済情勢が厳 しい中で、看護学部 は薬学部 と一緒で大学のブラン

ド力以上 に、そ こだけ突 出 して偏差値が高 くなるので、PRの 仕 方 も非 常 に

慎 重 に しな けれ ば な らない。一方では集 めない とだめ、一方では慎重に しな

ければな らない。地元に根差 した学生 をどう育ててい くか、いろんな多様な

検討 をす る中で募集活動 をや っていかなけれ ばな らない。

ただ単 に、数 を多 く集 めればいい とい うことではないので、その ところは

まだ初 めての ところで あ ります ので、基本的には主体性は看護大学であ りま

す。同時に副企業長がお答 え した よ うに、いろんな形で皆 さんで盛 り上げて

い くことが必要ではないか と思 ってお ります。

なん と言 っても、実習 を受 けた病院へ就職す る可能性が非常に高い。この

よ うな中で大学 に入 り、実習 を受 け、そ して統合病院に就職す ることが可能



である。 これは大学を出たのに就職す るところがない とい う世相 か らします

と、非常にあ りがたい と私 は雇用 を促進す る意 味で も非常に重要な拠点だ と

考 えています。

だか らと言って、その集 め方 とい うのは多様 な価値観 を持ってや らない と、

単純に集めれ ばよい とい うものではない とい うところは私だけの考 えではな

くて、大学の学長 も副企業長 も含 めて、議論の中でそ うい うことを した とい

うこ とを参考までにお答え してお きたい と思います。

それ か ら、ご質問のあ りま した小児科外来、救急外来 の件 につ きま しては、

先 ほ ど答弁であ りま したよ うに、いかに して小児科医を集 めるか とい うのが

課題であ ります。一方 では小児科 医にかかる母親 はいろいろあ りますけ ど、

ど うしても今 の段階ではかな り問題視 され る社会現象 の中で、小児科医に対

してのかか り方 とい うのは、意識改革 も随分できているのですが、 しか し、

い ざ自分の子 どもが、孫が病気 になった時は、 これはち ょっと家で見ておれ

ば十分だ とい う人 もおれば、開業 医で十分 だ とい う人 もおれば、その辺 の価

値観 はなかなか難 しい ところがあ りま して、それ に弊害があって医師の疲弊

につながって小児科医が集 ま らない。

これは現実の姿であ ります ので、我 々 としては、行 き着 くところは救急体

制 のきっち りした小児科医を 目指す とい う理念 ははっき りしてい るところで

あ りますが、まず は我 々 としては、開業 医において今 の体制に対 してど うや

って小児科医を確実に確保す るか。現在、1段 階、2段 階 あ るのです が1段

階 をまず ク リアす る とい うの は、私は小児科 医を取 り巻 く環境 の中では、当

面の課題だ と考 えてお ります。 この点、 ご理解いただきたい と思います。

○議長(加 岳 井茂)

次 に、9番 、松原 久美 子議 員 。

【「議 長 、9番 」 の声 あ り】

○議長(加 岳 井茂)

9番 、松 原久 美子 議員 。

09番(松 原 久美 子)

失礼 い た します 。 この度 、三 木 市、小野市の統合病院計画で ある北播磨総

合医療セ ンターの企業団議員 として、携 わることに喜び とともに大変 な緊張

と責任 を感 じてい るところで ございます。

日一 日ごとに形 をあ らわ してい る現場 を見 るにつ け、三木市、小野市の両

市民 も期待 を大き く膨 らませ てお られ ることと思います。 この酷暑の中、現

場で作業 をされ てお られ る方々をは じめ、関係各位 に感謝 申し上げる次第で

ございます。



この統合病院が、内的にも外 的にも両市民の健康 を守 るためにふ さわ しい

ものにす るために全力 を尽 くしてまい ります。それでは、第6回 北播 磨総 合

医療セ ン ター企 業 団議会が行われ るに当た り、質 問を行います ので よろ しく

お願いいた します。

では、シャ トルバ スについてお尋 ねいた します。

シャ トルバスについては、事務局に確認 しま した ところ、まだ詳細 が決 ま

ってい ない とのこ とで した。 しか しなが ら、両市民または市外 の方々が足 と

して利用す る大切な交通手段の一つです。

また、シ ョッピングセ ンターやイベ ン トに行 くの とは全 く違 い、病気や け

がな ど特殊事情を抱えた方 々が利用す ることを考 える と、 しっか りとした計

画 と準備 が必要 と考えます。

そ こで、今現在 シャ トルバスの起点 とされ る神鉄樫 山駅を見て参 りました。

きれいに整備 された コンパ ク トな駅 とい う印象で ございま した。普段 に通学

や通勤、買い物 に使 うことには不便 はないのか もしれ ませ ん。しか しなが ら、

駅舎が道路 より高い位置にあ り、階段 があ ります。高齢者や傷病者 、障がい

者 にとっては、階段は大変辛い ものです。また、階段横 のスロープは曲が り

くねってお り、車いす の方 に とっては、何 とかス ロープを下 りた としても、

上 るのは至難の業ではないで しょうか。

病院行 きのシャ トルバスであるな らば、たった一人の高齢者 、傷病者、障

がい者 の利用であって も、万全の用意が必要 と考えます。また、シャ トルバ

ス本体 について も、その仕様 は十分考えなければな らない と思います。統合

病院の中の仕様 を視察 した際は、細部まで こだわって使いやす さと居心地の

良 さを追求 してお られ ま した。

シャ トルバスについて も、例 え短時間の乗車であって も、利用者 にとって

そ うであ らね ばな りません。 また、神鉄 の時刻表 に合わせたシャ トルバ スの

運行スケジュール を組むのではないか と思いますが、現在の神鉄 の運行 が1

時 間に1本 で あ るこ とを考 える と、バ ス の台数 もよくよく考えなければな り

ません。以上の ことを踏まえ、お尋ねいた します。

1点 目、神 鉄樫 山駅 につ い て

高齢 者 や傷病者 、障がい者 に とって階段、スロープが使いづ らく、負担で

はないか と思われますが、 これ に対す る対策を どの よ うに考えてお られ るの

か ご説明 くだ さい。

2点 目、 シャ トル バ ス の仕 様 につ いては、 ノンステ ップバスの導入を考え

てお られ るのか。 どれ くらいの大 きさで、障がい者 に対す る車いすスペース

やスロープ板 は装備 され るのか ご説 明 くだ さい。



3点 目、 シ ャ トルバ ス は何 台必 要 と考えてお られ るのかご説明 くだ さい。

【「議長」の声あ り】

○議長(加 岳井 茂)

はい 、西本 事務 局長 。

O事 務 局長(西 本則 彦)

それ で は、松 原議 員 の ご質 問 にお答えをいた します。

まず、シャ トルバスに関す るご質 問の うち、樫 山駅 についてのご質 問にお

答 えをいた します。

神戸電鉄か ら統合病院へのアクセスにつ きま しては、樫 山駅 を最寄 り駅 と

現時点で考 えてお ります。

シャ トルバスの運営 につ きま しては、企業団が最寄 り駅 と病院を結ぶバス

とい う考 え方で ございますが、樫 山駅前は、すでにバスの回転地が整備 され

てお りま して、通常の路線バスにも対応 が可能です ので、神戸電鉄 の最寄駅

は樫 山駅 と決定 したものでございます。

樫 山駅は、階段対策 としてスロープが設置 され てお り、バ リアフ リーの 「や

さしい駅」 として整備 されてお りますが、議員 ご指摘の とお り、高低差 があ

る地形 の関係か ら、スロープの動線 が長いために、不 自由を感 じられ ること

があるか もしれません。

今後 は、現場や利用状況 を精査 しなが ら、対応 策を検討 していきたい と考

えてお ります。

続きま して、バスの仕様 についてのご質問にお答 えをいた します。

企業団が運営す るシャ トルバ スについては、現在 、両市の交通政策担 当と

運行計画、時間調整な どの協議 を してい るところで ございます が、現時点で

は具体的な内容は決まっていない状況で ございます。

参考 までに両市 のコミュニティバスの仕様 を申 し上げます と、三木市の 「み

っきいバス」、小野市の 「らん らんバス」の仕様は、いずれもノンステ ップバ

スで、32名 か ら36名 乗 りで ご ざい ます。 車 内 には 、車イスのスペースも

あ り、スロープ板 も配備 されてい ると聞いてお ります。

企業 団が運営す るシャ トルバスにつきま して も、同程度の仕様は検討 して

いきます のでご了解をいただ きたい と思います。

次に、バスの台数についての ご質問にお答 えをいた します。

統合病院へ のバ スのアクセス としま しては、先 ほ どか ら申 し上げてお りま

す企業団のシャ トルバ ス、 これ に加 えてま して、三木市が運営 され ます病院

への 「直行バ ス」、それ と小野市が市内を循環 している 「らん らんバス」、こ

の3種 類 が今 の ところ乗 り入 れ が計 画 されてお ります。



シャ トルバスの運行 は、神戸電鉄 あるいはJR市 場 駅 を最 寄 り駅 と してお

ります ので、神戸電鉄、JRの 運行 時 間に合 わせ て 、1時 間に2本 ない し1

本 を想 定 してお ります 。 です の で、開院 当初 はバス1台 を配備 して 、開 院後

の利 用 状況 を見極 めなが ら、必要な台数 を確保 していきたいと考 えてお りま

す。

以上で、松原議員 のご質問に対す るお答 えとさせ ていただきます。

【「議長、9番 」 の声 あ り】

○議 長(加 岳井 茂)

9番 、松 原 久美 子議 員。

09番(松 原 久 美子)

あ りが と うご ざい ま した。 ス ロープがや は り課題の よ うですけ ども、今後

どの ような対応 を考えていかれ るのかを聞きたい ところですが、私はた った

一人の方 が使用 され るとして もエ レベーター を設置すべ きではないか と考え

てお ります。

障がい者の方 も高齢者 の方 も、最低限 自分でできることは自分で したい と

思ってお られ ると思います。エ レベー ター を使 う方が何 よ りも親切なのでは

ないか と考 えてお ります。エ レベーターの設置 についてはどの ように考 えて

お られ るのかが、まず1点 目。

それ か ら、バ ス の仕様 で ございますが、ノンステ ップバスで車いすスペー

ス もスロープ もあるとい うことで安心いた しま した。今後は、また細部 にわ

たって利用 され る方 に とって、一番いいサイズのものに していただけるよ う

にお願い したい と思います。

ノンステ ップバスで仕様、ハー ド面 はいいのですが、次に考え られ るのが

乗務員の方の教育になって くると思います。 とい うのは、病院に向か うシャ

トルバスですので、急変者が出るか もしれ ませ ん。また、車いすの方がお ら

れますので、い ろんなさまざまな介助が必要か と思ってお ります。

そ うい う教育 をどのよ うに、今後 しっか りとマニュアル を作 るのか、また、

定期 的な教育を してい くのか、そ うい うことをどの よ うに考 えてお られ るの

か を、また1点 お 聞 き した い と思い ます。

シ ャ トルバ スは、開院後は1台 でい くとい うご説 明 だ った と思いますが、

それ か らは様子 を見て利用者 が増 えれ ばまた増便 も考 えるとい うことだ った

と思 うのですが、樫 山駅には、今現在 らん らんバス も乗 り入れてお られます

し、タクシーの乗 り入れ もあると思います。

そこにまた どん どん、シャ トルバ スが増 えてい くとい う状況にな りま した

ら、またそれ以外に もエ レベーターの設置 をす るとします。そ うします と、



これか ら手狭になって くるのではないか、また将来的なエ レベー ターの設置

等 の課題 を考えます と、いつかはまた もっと大 きな駅が必要ではないか とい

うお話が出て くるかもしれ ません。

それな らば、三木市、小野市の統合病院の顔 として、最初か らきちん とバ

リアフ リーでゆった りとした駅 を作 る方がいいので はないかと考 えてお りま

す が、そ ういった考 えはございませんで しょうか、ご説明下 さい。以上です。

【「議長」の声 あ り】

○議長(加 岳井茂)

はい、 蓬莱企 業長 。

○企 業長(蓬 莱務)

松 原議 員 にお答 え をい た します 。

駅 舎のバ リアフ リー化 に対す る基本的なお考 えだ と思います が、これは確

かに統合病院ができたか らとい うこともあ ります が、統合病院ができるかで

きないかは関係 な しに、公共施設公共交通にお ける駅舎 のあ りようと、 これ

か らの将来、弱者 に優 しい施策 をど うしてい くか とい うことをお尋ねになっ

た と私は理解 しています。何 も病 院だ けの問題ではないかと私は思っていま

す。

そ うい う中に、今 の費用対効果 を考 えた場合 とか、あるいはまた利用度 を

考 えた上で対処 します とい うことを申 し上げてい るのですが、後手か ら先手

と私 もよく言いますが、言われてか らではな く、言 われ る前 にやれ とい うと

い うのがあるのですが、基本的にはこの駅舎 に対 して改修す る等 に関 しては、

企 業団ではなくて、これ は小野市がや るとい うことにな ります。

このシャ トルバスについては、企業団 としてお互いに協力 し合 う中で、そ

の費用の中で配備す るとい うことになるのですが、駅舎 の改修 は小野市の行

政のあ りよ うについて考 えるとい うこ とだ と思 うのです が、結論か ら申 し上

げます とエ レベーター とい うのは、実際計画す ると難 しいなと思います。

と言いますのは、バ リアフ リー化 としての優 しい駅 として整備 され たス ロ

ープをちゃん と作っているわけです。そのス ロープを利用 して病院へ行かれ

る方、あるいは病院へ行 かなくて もそこに降 りられ る方 とい うことになった

場合に、動線が長 くなってい るとい うのは安全 を考 えて動線 を長 くしない と

い けないわけです。短 くすれば さっと降 りられ るのですが、急勾配 になるわ

けです。それは配慮 した上で動線 の長 さとい うのは設定 してい るわけです。

その時に、冷たい言い方ですが5分 か か るか、2分 か か るか とい う話 なの

で す。 動線 の長 さにより、時間が多 くかかるかかか らないか とい う話なので

す。その時にエ レベーターを設置すれ ば便利 な ことは どこで もそ うなのです



が、前にもこ答弁 申し上げたのですが、基本的には今後の使用条件 とか、あ

るい は利用度等々配慮 した上で、場合に よってはおっ しゃるようなことを し

なければな らないかも知れません。 この時は小野市 として決断 したい と、こ

う思 っていますが、現段階ではそのよ うな必要性が多分ないだろ うと思 いま

す。

つま り車いすで病院へ行かれ る方 に、誰かは必ず付いていかれるはず と思

い ます。身内の方 か、あるいは友人の方 か、あるいはそれ をサポー トす る方

とい うのが乗 ってお られ るのです。一人で車いすで来 られ るとい うことにつ

いては、それ だった らあま りにも薄情な世界だ と思います。いろんなことを

考 えてい くと、要す るに国民 といいますか、我 々住民 として どこまでが 自分

たちの 自己実現のために、 自己責任でや らない といけない世界なのか とい う

ところの判断だ と思います。

私は、小児科医の先ほ どの問題 もあ りま したが、 どこかでやは り線 引きを

して、冷たい ように聞 こえるのですが、やは りその人たちはそこまで しても

らわな くて もいい とい う思いは、私 はあ ると思います し、そのよ うな形 で病

院へ行 くとい う、単 に旅行す るためにそ こに降 りられ るとい うことではな く

て、病院へ行かれる とい うよ うな立場の人であれば、私はそ うい う方には付

添いの方が付いて来 られて、そ して乗 り降 りされた ところをサポー トす る。

そ して、シャ トルバス もノンステ ップバスであって、かつ車いすのスペース

もある。

その ようなバスに乗 っていただ くとい うところまで は、私はその方 々が意

識改革 を していただいてや る世界だ ろ うと、それは これか らの超高齢化社会

の中で、好む と好 ま ざるにかかわ らず、それはそ うい う一人 じゃな くて、 ど

うやってそ うい う人たちをサポー トしてい くか とい う時代 を目指すためには、

行政 としてはそ うい う対応 をす ることの方が皆 さん喜 ばれ ることはあるけ ど

も、現実問題 としては難 しいだ ろ うと、住民へ のあま りよい答 えではないで

す けども、そ うい う答 え しか今はない と思います。

現実にはそんな方 はた くさんい らっ しゃ らない し、一人で来 られ る方 は基

本的にはサポー トす る人が必ず付 かれ る。また付かれ るよ うな社会 を作 らな

ければだめだ と思います。以上です。

【「議長」の声 あ り】

O議 長(加 岳井 茂)

はい 、西本 事 務局 長。

○事 務 局長(西 本 則彦)

2回 目の質 問の うち乗 務員 の教 育 とい うのがございま したが、 この度 、企



業団がシャ トルバ スを運営す る場合は、民間事業者 に委託す る予定で ござい

ます ので、乗務員 の教育 とい うのはその委託業者 の中でやっていただ くべ き

ことにな りますが、仕様書等で指導 してい くとい う形 になろ うか と思い ます。

【「議長」の声 あ り】

○議長(加 岳 井茂)

はい、i蓬莱企 業長 。

○企 業長(蓬 莱務)

エ レベ ー ター を設 置 で きない代 わ りにサポー トす る人たち、あるいはバス

が来 た時に どうやってサポー トするか とい う意味合いには、そ うい うボ ラン

テ ィアをす るとい う方式も一つのポジティブな前向きな対応ではないかな と

思っています。

あの樫 山駅の中で レス トラン等をやってお られ る方 は、いわゆるプロフェ

ッシ ョナルの方ではな くて、市民の方が 自らをもって コミュニテ ィの場 とし

て、駅は切符を売 るところではな くて コミュニテ ィの場 として設置 した、そ

うい う駅舎です。神戸電鉄は1か 所 なの です が、JRに は小 野市 は3か 所 そ

うい う場 所 が あ ります。

それぞれ皆違いがあって、お金儲 けす るのではな くて、いわゆる 「あのお

ばあちゃん、最近顔 を見ないけ どど うしてるんや」 とい うようなことを言い

なが らやっているとい う、それがJRの5か 所 の駅 の 中の3つ がそれ で セ ッ

テ ィ ング され てい ます。

駅 は、切符 を売 るところではなく、ま さにコミュニティの醸成、 コミュニ

テ ィの場 とい う考 えでやっているのです。 あそこで、買い物代行 とかそ うい

った ことをやってお られるのです。

先 ほ ど言いま した ように、 これは小野市の施策の中で状況を見て働 きかけ

を したい と思いますが、た とえば レス トランで働いてい るよ うな人たち、い

わゆるボ ランティアでやってお られ る方たちに、電車がついた時にはそ うい

う方 はお店 のほ うに言 って下 さい と、言っていただいた らそのお店の方 たち

がサポー トしに入 るとか、そ うい うボランテ ィアの社会を作ってい くとい う

ことを考 えてみたいな と思います。

い きな りエ レベーター を作 るとい うのは、大変 なかなか難 しい と思います

け ども、や は りエ レベーターができた としても結果的にサポー トす る人 が必

要 なのです。です か ら、それだった らレス トランの 中にサポー トできるサポ

ー ト隊を作って、そ うい う弱者 の方 をちゃん と病院に送れるよ うな体制 にボ

ランティア活動の中でそ うい う方 を募集 して、広 くコミュニティの場を調整

してい くとい う方 が、小野市の戦略 としては望ま しいかな と思ってお ります。



しか しいずれ にしても、私がい う顧客満足度思考を考 えた時に、 どうや っ

て病院へ行 きやすい人たちを一人で も増やす とい うのは、経営上必要なこ と

であ りますか ら、樫 山駅で電車 を降 りた ら病院へ行 くのが非常に便利 だ し、

優 しい なとい うことを経営戦略上非常 に重要な ことですか ら、これ は十分受

け止 めて検討 したい と思います。

いきな りエ レベー ターを作 るか、作 らないか とい う二者択一 とい う話 にな

ると、現実 は難 しい とい うことで誤解のない よ うに していただきたい。以上

です。

【「議長、9番 」 の声 あ り】

O議 長(加 岳井 茂)

9番 、松 原 久美子 議 員。

09番(松 原 久美 子)

熱 の こ もった ご説 明 を あ りが と うございます。

私 も、 これか らは支 え合いの社会 とい うのはす ごく大事 であ り、ボ ランテ

ィア とい うものの使命 は、非常に大 きい と思っています。 しか しなが ら、そ

の世界があって、なおかつ障がい者 、弱者 の方 が本当に 自由に一人で出歩 け

る社会 とい うのが、本 当のバ リア フ リーだ と思ってお ります。

です ので、費用対効果 のご説明 も本 当に よく分か るのですが、やは り病院

に向か う駅 とい う一つ の特徴 を考 えた時には、本 当にエ レベーターの設置 を

訴 えてい きたい と思ってお ります。

先 ほ ど、ボランテ ィアのお話 も出た のですが、ボ ランティアの方がいろん

な介助 をされ る、そ ういった中で万が一事故等 が起 こった場合 は、 どこが責

任 を取 られ ることになるので しょうか。その1点 とあ とも う一 つ 、先 ほ どの

乗 務 員 の教育の件で、民間委託 をす るので、その中で業者 が決 めてい くとい

うことで ございま したが、これ は企業団 として しっか りと患者 さんを守 る と

い う観点か ら、そ うい うものを しっか りと入れ込んで教育をしてほ しい、講

習 をしてほ しい とい う要望 をしていただけるので しょうか。ご説 明ください。

【「議長」の声 あ り】

○議長(加 岳井茂)

はい 、蓬 莱企 業長 。

○企 業長(蓬 莱務)

だれ が責任 を持つ の か とい うの は、 これは基本的に自己責任です。

2点 目です が、委 託 の乗務 員 の教 育は、先ほ ど答弁いた しま したよ うに委

託 された会社 が責任 を持 ってや る。その責任の所在 は委託 された会社が責任

を持つ、加 えて蝦疵が あった場合です。蝦疵がない場合は、た とえ障がい者



と言 え自己責任 とい うことです。

【「議長」の声 あ り】

○議長(加 岳 井茂)

はい 、藪本 副企 業長 。

○副企 業 長(藪 本 吉秀)

企 業 団議会 で あ り、 それ ぞれ構 成市か ら出て来 られている議員 の切実 なる

ご意見 とい うことで承ってお るわけで ございますが、高坂議員 のほ うか ら関

西 国際大学のお話 が出ま したが、三木市 としては関西国際大学を誘致す るの

が市 の施策であ り、そ してまた企業団のこ ういった看護師確保 に資する、た

だ しその時 は小野市 には負担は一切求めませんで した し、また求めることは

筋違いで した。

同 じよ うな ことが、今違った観点か らご質問をいただいているのだ と思い

ますが、樫 山駅はすでに小野市において、以前に改修 をなさってお られ るわ

けです。多分その時には、企業団のま さか最寄 りのステーシ ョンになるとい

うことは前提 とせず に、ご議論 されて今の形 にあるのだ と思ってお ります。

今 の松原議員の企業団議員 としてのお立場 を受 け られて、副企業長の立場

で言 えるものではないのですが、また小野市サイ ドで も持ち帰っていただい

て、できれ ば議員 さん とよく話 し合っていただ けれ ばあ りがたいな と、 これ

はお願 いでございます。 申 し訳 ございません。 よろ しくお願い したい と思い

ます。

○議長(加 岳井 茂)

以上 で 、通 告 に よ る発 言 は全 て終 わ りま したので、 これにて質疑並びに一

般質 問を終結いた します。

これ より討論 に入 ります。

討論 については、通告があ りませ んので、 これ を終結いた します。

これ より第4号 議 案 、平 成23年 度 北播 磨総 合 医療 セ ン ター企 業 団病院事

業会計決算 の認定についてを採決いた します。

お諮 りいた します。

本案 を原案の とお り認 定することに、 ご異議 ございませんか。

【「異議な し」 と声あ り】

ご異議な しと認 めます。 よって第4号 議 案 は、原 案 の とお り認 定 されま し

た。

○議長(加 岳井 茂)

以 上 で本 日の 日程 は終 わ りま した。

今期定例会 に提 出されま した案件 は、ただいま議 了いた しま した。



〈副企業長 あい さっ 〉

○議長(加 岳井茂)

この際 、藪 本 副企 業長 の あい さっが ございます。

○副企業長(藪 本 吉秀)

第6回 企業 団議 会 定例 会 にお かれ ま して、新たに5名 の議員 さん方 がお入

りにな られ たわけでございますが、両市民 の 目線で、また企業団の組織 とし

ての今後 の経営 とい う観点か ら、い ろんな大所高所 か らの観点か ら非常に熱

心 な、そ してまた鋭い観点か らの ご指摘、 ご議論いただきました こと企業団

を代表いた しま して感謝 申し上げる次第で ございます。

本 当に、工事がだんだんだんだん選 むにつれま して、両市民の関心は 日に

日に高まって参 ります。本当に、 こうい う将来 をに らんで20年 、30年 先

を に らんで 、北播 磨 の拠 点 となるような統合病院 を作 って よかった と、こ う

い うふ うに両市民か ら、後世か ら評価 していただ くような統合病院に仕上げ

てい くべ く、またそ うい う意味では、本議会を構成 され るこの10人 の メ ン

バ ー は、一番 大切 な時期 の議員 の皆様方ではないか と思 う次第でございます。

議員 の皆様方の、いろんなご指摘、またお知恵、ノ ウハ ウを拝借 させてい

ただ く中におきま して、理事者側 といた しま して も、真摯 に検討を進 めてい

き、両市民の負託 にこたえて参 ります ことを固 く誓い 申し上げま して、閉会

のあい さつに させていただきたい と存 じ上げます。

本 日は どうも誠 にあ りが とうございま した。

〈閉会 〉

○議長(加 岳井 茂)

お諮 りい た します 。

これ に て閉会 して こ異議 ございませんか。

【「異議 な し」 と声 あ り】

○議長(加 岳井 茂)

ご異議 な しと認 め ます 。 よって 、第6回 北播 磨 総合 医療 セ ンター企 業 団議

会定例会 は、これをもって閉会いた します。

〈議長閉会 あい さっ 〉

○議長(加 岳井 茂)

第6回 北播 磨 総合 医療 セ ンター企 業 団議会定例会の閉会 に当た りま して、

ごあい さっ を申し上 げます。

今期定例会 は、企業団の平成23年 度 決 算認 定 につ い て、 ご審議 を いただ

く大変重要な定例会で あ りま したが、議員 の皆様には議案 に対 し、本 当に大

変慎重な るご審議 をいただきま した。



おかげをもちま して議会 として も、企業団運営のための適切 、妥当なる方

向性 も定められ、ここに滞 りな く審議 を終 える運び とな りま した。誠 にご同

慶 の至 りに存 じ上げます とともに、皆様 のご精励に対 しま して、心 より厚 く

お礼 を申し上 げます。

すでに立秋 を過 ぎていますが、本 当に毎 日厳 しい暑 さが続いています。

同僚議員 をは じめ、企業長、副企業長 、事務局職員、関係各位の皆様にお

かれま しては、健康面の管理には十分 ご自愛いただき、今後もますます ご活

躍 くだ さいます よ うに、心よ りご祈念 申し上げま して、閉会のこあい さっ と

させていただきます。

本 日は、誠 にあ りが とうございま した。

閉会 午後4時35分

地 方 自治 法第123条 第2項 の規 定 に よ り、 こ こに署名 す る。

北播磨総合医療センター企業団議会

議 輸 劉 致
会議録騰 朗 勾躯 掃

会議録署名議員

灯酋沓
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